を ーーー ミ テル | nHFr-5ggax DH-59gHX 
UHF 430 00D- 89 585ML 
| 一 | 電流 。 型式 F3(FM) 
空中 線 イ ン ピ ビー ダンス 500 
艇 | 電 。 源 電 圧 Do188Vv 。 
5 VHF 信 約 .BA 多 B.5A 
仕 | 費 | VHF 受 信 約 D.8A 約 U.BA 
電 UHF 送信 約 3.5A 約 10A 記 
機 学 。 UHF 表 信 約 .8A 約 .BA 
す 法 (突起 物 含ま ず ) | i50w)x50(H) xiE8(D)m | 150GW)x50(H)x178(D)m | 
重 量 1.45Hg 1.5DDg 
| VHF HieH 10w 45w 
: 差 | VHFMD 4W 。 now | 
| 層 : 上 VHF LOW 1w 5w _- 
| 出 | uHFHieH 10w 35w 
- 介 還 F8 UHF MI ロ 4w BW 
UHFLOW 1w _ 4w 
部 | 変調 方式 リア クタ ンス 秋 鉛 。 。 | 
最 大 周波 数 偏 移 5kHz 
スプ フリ アス 発 恒 強度 ー80dB 以 下 
方 ダフ ルス ー バ パー ヘテロ ダイ ン 方 式 
ae 5 。 
| 本 信 。 感 看 | 1edB SINAD -1BdBz 
部 | 時 択 度 | kHz 以上 ノーBdB・ ニ 1kHz 以 下 /ーOdB 
邊 周波 仙 荷 イン ビー タン 8 ロ 


り AIA( ビ ネ ア マ チュ ア 無 線 残 器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 で 
列 定 し た も の で す 。( 一 前 社内 測定 法 を 含む 。) 


し イー 電子 株 式 会 社 
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全球 頂 支店 : 
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ノ グ 7C/CO 


VHF/UHF FM TWIN BAND MOBILE TRANSCEIVER 


DRH-5 ヨ 88X/HX 


取扱 説明 書 


MCO トラ ン シ ー バ ー を お 祥 上 げ い た だ きま し て あ 
り が と う ご ざ いま す 。 

本 却 の 機能 を 充分 に 発揮 さて 効果 的 に ご 生 及 いた だ く 
た め 、 こ の 取扱 説明 樹 を ご 便 周 前 に 最後 まで お 読み 下さ 
い 。 また この 取扱 説 遇 娠 は 必ず 保存 下さ ざい 。 ご 便 用 中 の 
不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち ます 。 


| 有朋 則 
つう し に リコ 電 株 式 会 社 


「 こ の 無線 機 を 使用 する に は 、 郵 政 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。」 


3 ら こ 本 じ ピ データ ー に だ る 交信 に | 
〆 -- ] . レビ ピー ター と は SYS の 計 EASY も 1 あす SE SYS NATROMScsee 
っ 3- ヨ -G. JA 日 し 制定 レビ ピー ター 用 入力 周波 数 O 
ニ 3--3. ARG( オ ー ト レビ ピーター セッ ト ) 機 能 
3-9-4. レビ ー タ ー の 運用 …ーーーーーーーーー 
に ) リセ シト ーー 
3 8 - セパ レー トキ ッ ト (ED ロロ -19、 EDO-ED) 
を -]. フロ ン バ レ 2 て サト て パル す サヤ すす さん デキ は で で や て すさ も や すす いい サタ セテ トト ドップ た と マカ キス キー ペイ トド ペナ トイ トト 3 
3- 1- ら し ロバ ネル の の も の YS がら の の 問 3 て オジ に たか まま に を と たれ スッ すす キツ 2 すす いて ヤ を です が TE すすり まや イ シイ トド マッ トク イリ トト 
3- 1 -3 リア バネ ル ・ 。 コ - トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (E コ 7 フロ) ーー ドド ーー 
3-1-4 マイ タコ ドル ンー ドド 10 人 DTMF ユ ニッ ト (EJ-BU に 
ニ 受信 とこ 全て や ザキ トキ キキ キキ パンド ミ バリ すす イミ ャ 1 PPPPTPTYPPPPONPTYLNUPPPTTPPPPTYTPYPPPITTTYTYKTKYT と し し し た し に つと と CCLCLLYYPLL 1 ] 紀 - d. 品 T { MF 付 リモ コン マイ ク (EM 己 - ) EPCCPPPPPLPPPFT で FTP デ PFFPF YY て て に 『『 と と た すま TFT 
に 2 且 人 : カ に の J ロ 表 223022000420032022200KOOKAMAOMENRRA042KAOSAKCGMEEESMMEL 11 5 人 
ココ SEI 宮 や ド の 記 時 EE 11 ン 
に っ 122 は ROHSEHCUHUNGUHIU2H2EM2ECGDO 14 RM 2200 AE で ーー ウー 
人 0 に 9 プ 間 62035RCES22028Dm6EGRCH0SIZ3NREHBOAEESGSRGS2CSRGSRSHSI2 SD 19 ら - ら . 故 隊 ど お 考え に な る 前 に か eo 
3- ら -5. トー ー ン スク ル チ 相 HOHOUROURUOMYH2GROHEOD 0 5-3. マイ クロ コン ピュ ー タ WCS IO の 2 の 且 2 旨 2 what 45 
ヨ - ら -B. A ビ X( オ ー ト バン ド エ ク スチ テ チェ ンジ ) oo ら 1 . 参考 
ヨコ - ご -7. ム 上 ミュ ー ト 茎 天 ・ トド トト トイ すす で エド ドド トナ す FE で ます EE すす ミミ すす ミサ ドイ サド イド で の RCCPE 1 す - 1. 
ご -. 送信 aeA0 な て た SPY20 SE ーー 1 に 
8.3.1 : 1 5 定格 半生 す ト さす テア パチ た アド よ トチ ャ すそ チャ と で と て て テル と で と で すそ すす エア す いす 1 て YY て Yi イヤ アド キャイ テイ と し いて ます テア 1 ら 』 
コ - ヨ -. デュ ー LA の:E っ 生き 宇和 江 ge 
d-d-. 送信 品 放 の 切手 …………ー 
3-d-4. トー シン エンコ ー ダ ー 動 佐 - 
ご -4 ファ ンク ショ ン 機 能 RaEE2GSCSGeSnnsrsissMeYDe3aies 
9-24- 1 テ チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 ………… 
コー な - 選 メモ リー 書込み この の 
ヨ -4-3. キー ビック 機能 半量 トチ チャ ツキ ピチ テア Y『 エ アア そ キャイ すす も エ ドス テコ イオ イス イ で トイ て トド や し ナ ド ト で と と よー 
ヨ -4-4. ビー ブ 苦 の ロロ NOFF ーー ンー ロン 人 DGPYK だ PF 
9-4-5. ベル 機能 erorerettnt 3 
9-4-E. ディ マー 擬 能 
3-4-7. サブ バン ド 操 作 ・ 
d-5. キャ ヤン セル 機能 … 
3-B. リモ コン 機能 ………… 
3-5- 1. リモ コン コマ ンド 
3-6- ら . マイ クリ モ コン i 
3-B-. 外 前 モコ ンー ドー 
コ -7. DSQ(DTMF ス ケル テ ) 表 NYCR5RHN7D06SH2kSSSKOPsHVROSRES | 
ニア < : い 
d- アー ロ . 
コ - ア -3. BS ロモ 選 振 …… の me 内 す い COPE キ ト PP ド ト テ と ト 
9- 7-2. 3 に 3 の 5 6 
9- 7-5. コー ドス ケル チ の 動作 ・ 
9- ア -5. ペー ジャ セー の 動作 ………… 
コ - ア -7. ロ SQ の 運用 方 法 … 
3-B. オー ト ダ イア ラー………・ 
d- ロ -1. オー ト ダ イア ラー の 説明 
3- 日 - ら B. オー ト ダ イア ラー の 選択 
9- 日 -3. オー ト ダ イア ラー の 送出 
コー 日 - 4 HTMF モニ ター な 507 定まら 3 コロ 


画 本 扱 説明 書 に 記 戦 ご され て いる 場合 を 除き 、 ケ ー ス な ど 
を 外し . 内 部 に ふれ る こと に さけ て くだ さい 。 


還 赴 落 巳 光 の 当たる 所 、 暖 画 翌 具 な ど 発 午 線 の 近く は さ ざ ビ 
て くだ さい 。 


置 穫 びん 、 人 セ 狂 品 な ど 水 の 入っ た も の は 、 マ ッ ト の 上 に 置 
か が な いで くだ さい 。 ま た 、 避 気 の 多い 所 は さけ て くだ さ 
い 。 


罰 本 セッ ト は 口 選 13.3V( 一 ) 授 地 必 で す 。 


1. ご 使用 の 前 に … 必ず お 読み くだ さい 。 


還 D 〇 安定 化 電 源 を 使用 する 場合 、 ぬれ た 手 で A ロ 電源 ブ 
ラグ の 抜 寺 若 し を 行い ます と 感 器 す る お それ が あり ます 。 
李 対 に し な いで くだ さい 。 


還 チ ュー ナー、 テ レビ な ど 、 他 の 虹 器 に 病 寺 を 与え そよ う 
な と き は 、 護 を 舌 し て 設置 し こく だ さい 。 


画 呈 度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 訪 に 暖か い 所 へ 移動 し ま 
す と 品 に 嘘 が つく 場合 が あり ます 。 計 が つく と 麗 品 の 
動作 に 悪 守 療 を 写 え 、 故障 の 束 因 と な り ま す の で 、 よ く 
彰 漆 さ せ 、 路 を よく 到 り 除い て か ら ご 使 く だ さい 。 


I ら 接続 。= = = MM 
ll 


モー ビル で 運用 する 場合 


① 取 付 場所 
ご 便 用 の 専 策 に より 車内 レイ アフ ト は 異 り ます が 、 深作 
性 、 交 全 連 転 の 厨 か ら 最 適 の 場所 を みつ け て くだ どい 。 
と くに 、 ひ ざ ご が セッ ト に 当ら な い 様 な 場所 を 和 選ん で くだ 
さい 。 又 、 直接 振動 が 伝わる 場所 や 、 カ ー ヒ ビー ター の 居 
出し 品 な ど セ ッ ト の 温 受 か 上昇 す る 場所 は ご さけ て くだ ささ 


避 電源 の 接続 方 法 
本 反 は 13.8V 用 で す 。 トラ ッ ク な ご ど 34 ソ バッ テリ ー の 埋 
は 、 直 境 接 続 す る こと は 出来 まさ ん 。 

又 . (一 ) 接 好 宮 で ご 使用 くだ さい 。 まれ に ( 十 ) 援 地 車 が 
あり ます が その 場合 は 、 曇 知 り の 下 完 店 又は 半 社 サー ご 
ス 窓 コ で ご 担 談 くだ さい 。 

零 泊 に 、13.8V を ご 停 馬 くだ さい 。 車載 で ご 寧 記 に な る 
場合 は バッ テリ ー に 画 擦 接続 し こく だ さい 。 シ ガー プラ 
グ を 使 月 され ます と 、 電 源 の 全 給 が 不 雪 定 に な り ま す の 
で 、 世 痛 が 保持 で きま せん 。 

電源 コー ド の 赤 を プラ ス ( 十 ) 極 に 、 時 を マイ ナス (ー) 極 
に 義 読 し こく だ た さい 。 極性 を を 間違い ます と 、 ト ラン シー 
バー が 執 れ る 軍 が あり ます 。 


導 車 昔 ア ング ル の 取付 方 法 
廊 の 様 に 専 惑 アン グル を 還 に 取付 け 、 付属 ビス で 本 体 を 
ブラ ケッ ト に 取付 け こ くだ さい 。 


ポ ボディ に 取り 伝 ける 


卓 右 フ ラン グル 


( 軒 通 孔 あ ロ 以上 を あけ た 場合 〉 


ディ ME ナッ ト 


M5 平 フッ シャ 
M5 ス プリ ング ラッ シャ 
圭 系 アン ブル VS5 xaCm ビ ス 


( 下 也 と し て の 4 土 0.6 を あけ た 場合 〉 


M5 平 ワッ シャ 


る モー ビル アン テ ナ の 取付 訪 法 
VHF ア ン テ ナ 純 に ]44MHIZ 属 アンテナ を 、 UHF ア 
ン テ ナ に 430MHzZ 朋 アン テテ を 援 続 し て 下さ い 。 


144MFz 用 


431MHz 戸 
アン テ ナ っ 


アン テテ 


Y コ F 
本 価 アン テテ 端子 

JHF 
アン テ ナ 貴 子 


デュ アル バン ド 用 アン テ ナ (144M ビ HzZ/43CMHzZ 庄 ア 
テ ナ ) を 折 使 用 に な る 居合 は 、 デ ュ プ レク サー アン テ エ 
共用 宮 ) が 必要 で す 。 


j4EMIHz 436 ビ ロン 皇 
アシ ニナ 


VHF 

本 仁 アン ミナ 第 〒 デュ ブレ クマ ー 
し ロ F 
テン テ ナ 門 子 


司 悪 ケ ー ブ ル は 5HG の も の を お 浅い くだ さい 。 
モー ビル アン テ ナ ミ 車 の ボディ に アン テテ ナ の 甘 台 を 設置 
する 怒 寺 が あ り ま す 。 確 実に 友 と ど 全 け て くだ さい 。 


モー ビル アン テ ナ 取 付図 


マグ プ ネ ッ ト 量 人 


ど - ど . 固定 で 運用 する 場合 


① 電 源 に つい て 
販 定 局 と し て 便 計 する 場合 、 亡 定 化 宮 珠 (13.8V) を ご 使 
用 くだ さい 。 
ら X で は 約 4A、HX で は 約 1HA 雲 れ ま す の で 究 
定 公 起 容 時 に ほ 却 分 奈 裕 の あぶ る も の で 、 和 名 安定 も 
の を ご 使用 くだ さい 。 
当社 の 電 演 を 使用 され る こと を お すす めし きす 。 
接続 は 、 赤 色 が ( 十 )、 黒 色 が ! 一 ) と な る 尊 に 付記 の リー 
ド 紀 線 し て くだ さい 。 


台 固 定 用 アン テ ナ に つい て 

アン テ ナ は 、 交信 する 上 に お いて 極め て 午 要 で す 。 性 能 
の 胃 い 、 インピーダンス が 50 ロ の アン テ ナ を ご 便 用 くだ 
さい 。 

市 販 さ た て いる アン テ ナ に は 県 指向 性 の グラ ンド プレ ー 
ン ア デン テ ナ や 、 指向 性 の 八木 アン テ ナ な ご が あら りら ます 。 
運 沼 后 、 設 軒 場 所 に 記 じ て お 選び くだ さい 。 又 、 尼 笠 
ケー ブル は .。 イン ビー ダン ス が 5D ロ で 出来 る だ け 太 いも 
の (5D と V 以 上 ) を 短く し て ご 重用 くだ さい 。 


. 操作 方 法 川 


9-1. 癌 部 名 称 と 機能 


d- 1 -1. フロ ント パネ ル 


REV 


FUNC BELL 


⑯ @ 相 @ 


@ メイ ンダ イヤ ル 
メイ ンダ イヤ ル ご 送受 信 周波 数 の 変 や 、 オ フ セ ッ ト 周 
流 牙 、 ト ー ン 周波 塚 な どの 変更 に 人 弓 し ます 。 
DSD コ ー ド や オー ト ダ イア ラー 入 力 時 の コー ド の UP/ 
DOWIN に も 使用 し まず 。: 


9L ビ D バ ネル 
L 〇 D デ ィ ス ブレ イ に 送 宮 信 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ 
ル な ご 、 そ の 時 の 状態 在 球 示し ます 。 


MHz DOWIN キー 
周波 康 を 1MHz 単 答 で DCWN さ せる 了 肝 に 便 用 し ます 。 
又 . メ モリ ー デ ャ ン ネ ル を DDWINN 方 向 に 居 択 する の に も 
使用 し ます 、 
0.5 秒 区 上 連続 し て 押す と オー トリ ピー ト し ます 。 


@ MHz UP キー 
同 当 数 を 1TMHZ 単 位 で させ る 時 に 更 用 し ます 。 
又 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を いり 万 向 に 選択 する の に モ 使 
放し ます 。 
0.5 秒 以上 運 続 し て 性 す と オー トリ ピー ト し ます 。 


@⑥※ 信 出力 日 /M/L 切換 え 
ディ マー スイ ッ チ 
送 告 出力 の 切 拉 に 使 違 し ます 。 ス イッ チ を 押す 毎 に 、 送 
信 帳 カカ が HH つ MIDーLOW の 喉 に 変化 し ます 。 
前 面 バ ネル の 茹 明 の 明る さ を 変 える の に も 使 財 し ます 。 


PRI SHIFT ARM CALL 
STYP ADD ARMIW CALLW 


の 6 @ ゆ の 0 の の ⑳ の の ⑳@ め ⑳ ゆ 


@⑬ 電源 スイ ッ チ 
トラ ン シ ー バ ー 本 体 の 宮 源 を ON/ ロビ ビ す る の に 合用 
し ます 。 


ゆり ロビ バン ドス イッ チ 
メイ ン バ ン ド を UH ビ に する の に 使用 し ます 。 
サブ バン ド 揚 儲 を する と き に も 使用 し ます 。 


⑬ VHF バン ドス イッ チ 
メイ ン バ ン ド を VH ご ビ に する の に 重用 し ます 。 
サブ バン ド 準 窒 を する と き に も 和 用 し ます 。 


9 マイ クコ ネクター 
付 選 の マイ クビ ホン 、 又 は オプ ショ ン の DTMF 信 り モ 
コン マイ ク を 到 付 け て 下さ い 。 


5 VHF ス ケル チ ツ マミ 
VHF 劉 の スケ ル チ レ ベル を 設定 する の に 使用 し ます 。 
左 に 周 し 切っ た 状 態 で は ザー と いう ラノ イズ が 出 て いま す 
の で 、 ゆ っ くり と 右 こ 回 し て ノイ ズ が 消え る 位 碧 に 調 強 
し て 下さ い 。 


信 VHF 音 早 ツ マミ 
VHF 側 の 音量 の 調 束 に 室 馬 し ます 。 左 に 回 し 菅 っ た 状 
態 が 吾 量 最小 で す 。 


UHF スケ ル チ ツ マミ 
UHF 側 の スケ ル テ レ ベル を 設定 する の に 使用 し ます 。 
左 に 回 し 切っ た 状態 で は ザー と いう ノイ ズ が 出 そ い ます 
の で 、 ゆ っ くり と 右 に 回 し て ノイ ズ が 消え る 位置 に 許 整 
し て 下さ い 。 


⑯UHF 音 旦 ツマ ミ 
UHF 絢 の 理 重 の 調 等 に 実務 し ます 。 左 に 避 し 切っ た 状 
想 が 音量 最小 で す 。 


旬 ファ ンタ ショ ン キ ー 
ファン クシ ョ ン 機 能 を 動作 させ る 時 に 産 用 し ます 。 
カ 子 す 叱 に 「FUNO」 の 表示 か な 点 灯 と 消灯 を くり 返し ます 。 
点灯 中 ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ る ここ が で きま す 。 


@ VFOD/ チ ャ ン ネ ルス テッ プ キ ー 
VFO モ ー ド を 選択 する と ぎ に 使 属し ます 。 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 を する 時 に も 使用 し ます 


リバ ー ス / ベル キー 
リバ ー ス 動作 を させ る 時 ご こ 湊 記し ます 。 
ベル 肢 能 の 設定 を する 時 に も 使用 し ます 。 


メモ リー 呼び 出し / メモ リー 書き 込み キー 
メモ リー モー ド を 選択 する と き に 使用 し ます 。 
メモ リー へ の 過 き 込み を する 時 に も 便 用 し ます . 


介 プラ イオ リティ / ス キャ ンタ イプ キー 
プラ テイ オリ ティ 勤 條 を させ る 時 に 人 粘 用 し ます 。 
スキ ャ ンタ イプ を 捧 択 する 時 に も 義 用 し ます 。 


キ ャ ン セ ル / キ ー ロ ッ ク キ ー 
話 ま っ て 同 波数 を 変え て し まっ た 時 に 泊 す と 元 の 周波 数 
に 戻 2 ぶ き 。 ス キャ ン 中 に 押す と スキ ャ ンス ター ト 周 
数 に 戻り ます 。 
キー ロッ ク 後 姓 を 動作 させ る 計 に も 便 用 し ます 。 


シフ ト / プ ログ ラム スキ ャ ン ア ドキ ー 
シフ ト 万 向 、 オ フ セ ッ ト 因 波数 の 設定 時 に 深 用 し ます ,。 
つの プ ビ グラ ム ス キ ャ ン エ リア の ドッ キン グ 時 に も 便 
骨 し ます 。 


mW ス キャ ン / メ モリ ー ス キッ プ キ ー 
スキ ャ ン 動 作 ( ツ ロス キャ ン . プロ グラ ム ス キ ャ ン 、 メ 
モリ ー ス キャ ン 、AHM ス キャ ン ) の 釧 始 と 浴 了 に 使用 し 
モリ ー ス キャ ン の スキ ッ プ の 設定 に も 使 己 し ます 。 


gjAHM/ARHM マ ニュ アル 書き 込み キー 
AHM( オ ー ト レビ ー タ ダー メモ レー) モ ー ド を 選択 する と 
き に 使 務 し ます 。 
AFHMI へ の マニ ュ ア ル 有 入力 時 に も 況 月 し ます 。 


信 ミュ ー ト /ABX キ ー 


圭 声 出力 を 強制 的 に 消す 持 に 使用 し ます 。 す 毎 に サブ 、 


メイ ン 、 鑑 除 の 忠 に 動作 し ます 。 
A ム 日 XX 動作 の 設定 に も 使 語 し ます 。 


克 コー ル 呼 び 出 し / コ ー ル 書き 込み キー 
コー ルモード を 選択 する と きこ 語 還 し ます 。 
コー ル テ ャ ン ネ ル へ の 書き 込み に も 使 局 し ます 


トー ンス ケル チ / ビー プ 音 キー 
トー ン エ ンコ ー ダ ー/ デコ ー ダ ー の 設定 、 ト ー ン 周 乏 迷 
の 設定 に 合用 し ます 。 
ビー プ 斉 の ON/ OFF 指定 に も 使 必 し ます 。 


3-1-. し ロロ パネ ル 


2 @ 


] | 品 


ヨーー③ 


| 
「 画 5 PRIENC DEC TM SP MT 8 |L-@ 
に 潤 了 AMーーー⑩ 


郊 d 


替 メイ ン バ ン ド 表 示 
メイ ン バ ン ド 側 の 時 雇 林 し ます 。 メ イン バン ド 療 択 スイ 
ッ テ に より 点 入 . 普 対 を くり 流し ぶす < 
ベル 擬 能 、 ケ ブ バ ンド 湊 作 に より 志 滅 字 る 時 も あり ます 。 


人 プラ イオ リティ 表示 
プラ イオ リティ 動 條 中 に 記 灯 し ます 。 


DS 
トー ン エ ンコ ー ダ ー 動 作 中 に 県 広 し ます 
半生 SR ン 周 流 致 棄 出 し 


9 トーン デ コー ダー( ト ー ン スケ ル チ ) 表 示 
トー ン デ コー ダー( ト ー ン スケ ル ) 動作 中 に 点灯 し ます 。 
(トー ンス ケル チ 重 作 こ は オブ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ 
ニッ ト ヒ リロ - 7 が 必要 で す 。) 


全 タ イマ ー ス ター ト 表 示 
表示 に ス キャン を する と タイ マー スタ ー ト と な り ま す 。 
タイ マー スタ ー ト で は 、 信 号 が 入っ て いて も ら 秒 経過 す 
る と 次 の チャ ン ネ ル に 進み ぶす 。 


@⑧ 空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ 表 示 
表示 中 に スキ ャ ン 志 する と 空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ に な り 
ます 。 
空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ で は 、 信 号 が 入っ て いる と 次 の チチ 
ャ ン ネ ル に 進み 、 便 過 豆 れ て いな い チ ャ ン ネ ル を さだ し 
ます 。 


ぬ ミュ ー ト 表示 
点灯 し て いる と その バン ド か ら 音 は 出 ま せん 。 


リバー ス 表 示 
リバ ー ス 動作 に 点灯 し て いま す 。 


LOW BUSY LBH ロロ 5 dm 
本 
| | 


AHM 表示 
ARM モ ー ド 中 に 京 灯 し て いま す : 


似 メモ リー 表示 
メモ リー モー ド 時 に 点 た し て いま す 。 
ベル 機 骨 設 定 己 ご 点滅 し て いま す 。 


ブログ ラム スキ ャ ン ア ド 表 示 
プ ヒ グラ ム ス キ ャ ン ア ド 状 態 の 時 に 上 京 林 し ます 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 
点 寺 中 は ファ ンク ショ ン 動 侍 が 可 態 に な り ミ ます 。 


@⑯ ABX 表 示 
ム 日 動作 に 点灯 し て いま す 


DS 表示 
ロロ の 状態 を 表示 し ます 。 
外部 リモ コン 動作 が 可能 な 時 は 点 小 し て いま テ 。 


⑯ シフ ト 表 示 
シフ ト 方 語 の 表示 を し ます 。 


や 周波 数 、B ロ コー ド 、 DIAL NO. 表 示 
送受 信 周波 数 、 オ フ セ ッ ト 沿 波数 等 の 周 汽 数 と 呈 口 コ 
ー ド 、DTMF コ ー ド の 胡 示 を 徒 いま す 。 


ビジー 表示 
信号 を 受信 し た 時 に 半 灯 し ます 。 ト ー ン スケ ル チ 、. 
HTMF ス ケル テ 動 作 中 は 、 信 号 を 受信 し て も 点灯 し な 
いこ と が あり ます 。 


B 昌 / ロ ビ メ ー タ ダー 表示 
受信 中 は 入力 信号 の レベ ル を 、 送 信 中 は 送信 出 カ レベ ル 
を 表示 し ます 。 


@ 周波 数 デシ マル ポイ ント ・ ス キャ ヤン 表示 3-] -3. リア パネ ル 
送受 信 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 滞 波数 の 表示 の 時 は MHz で 
の 区 切り を 、 チャ ン ネ ルス テッ プ 表 示 の 時 は K ロ z. トー 
ン 周 波数 の 時 に Hz の 区 切り に な り ま す 。 
メモ リー モー ド で は 、 メ モリ ー ス キッ プ が 設定 され ぐい 
る と 消灯 し ます 。 
スキ ャ ン 中 は 点 減 し て いま す 。 


人 0 メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 
メモ リー チャ ン ネ ル の 番号 を 表示 し ます 。 


ゆ オン エア ー 表 示 
送信 中 、 款 林 し て いま す 。 ア ン ロ ッ ク 状 態 に な る と 点 混 


ま な ⑩ VHF 外 部 スピ ー カ ー 尋 子 
の 外部 スピ ー カ ー を 棚 鞍 する 績 子 で す 。 
ゆ 送 信 出 力 ミド ル 表 示 外部 スピ ー カ ー を 導 交 す る と 、 こ の 端子 か ら VHF 便 の 
送信 出力 が ミド ル バ ワ ー の 詩 、 不 むし ます 。 喜 声 が 出 ま す 。 ご の 時 、 内 蔵 ス ピー カー か ふら は UHF 作 の 


音声 が 出 ま す 。 

邸 送信 出力 ロー 表示 

送信 出力 ポロ ー パ ワー の : き 、 点 灯 し ます 。 人 UHF7/VHFーUH ビ ミキ シン グ 

外部 スピ ー カ ー 敵 子 
外 指 スピー カー を 波 続 する 英子 で す 。 
外 ス ピー カー を 接続 する と . 内 惑 ス ピー カー は ほ 切 れ て 
この 紙 子 か ら VHF 介 と U ロ 旬 の 音声 が 出 ます 。 
VHF 外 部 スピ ー カ ー 蒲 子 に 外部 スピ ー カ ー を 棒 続 し て 
UHF/ ツ VHF-UHF ミ キシ ング 外部 スピ ー カ ー 上 端子 に も 
外 各 ス ピー カー を 接続 する と 、 UHF/VHF -UHF ミ キ 
シン グ 汗 部 スピ ー カ 一 区 子 か ら は UHF 側 の 理 声 が 己 ま 


す 。 


全 VH ビア ン テ ナ 上 端子 
VHF 用 アン テ ナ コ ネクター で す 。 アンテナ イン ピー ダ 
ンス は 50Q で す 。 誕 販 の アン テテ イン ビー ダン ス が 50 品 
の 144M ビ Zz 帯 用 の アン テ ナ を 広 続 し て 下さ い 。 
溢 続 雪 コ ネクター は M 型 で す 。 


⑳ UHF アン テ ナ 問 子 
UHF 膨 ア ン テ ナ コネ クタ ー で す 。 ア ン テ ナ イン ビー ダ 
ンス は 50 ロ で す 。 市 販 の アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス が 5 
の 430MHz 澤 用 の アン テ ナ を 科 続 し と 下さ い 。 
援 続 屈 コネクター に M 型 で す 。 


市 販 の デュ アル バン ド 用 アン テ ナ を 御 使 必 に な る 場合 は 、 


別途 デュ ブレ クサ ー を を 使用 し て 下さ い 。 


⑨ 電源 コネ クタ ー 
付属 の 電源 コー ド を 接続 し て 下さ い 。 電源 コ ー ド は 、 計 
が て (ブラ ス ) 富 、 黒 が ー( マ イナ ス ) 挿 に な る 捕 に 正しく 
凄 続 し て 下さ い 。 中 源 は ロロ 13.3V を 包 使 用 下さ い 。 


d-1-4. マイ クロ ホン 


マイ クコ ネクター 接続 図 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 


GND 


MG 


PTT 久 


HOCwN③ 
UP@ 


②GNDKXMIG) 


内 リモ コン 


DCEV い (max 4Dex) 


國 人 UP/DOWN キ ー 
授 受信 司 波 敷 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 、 ト ー ン 周波 数 メモ 
リー チャ ン ネ ル を UP/DODWN さ せる スイ ッ チ で す 。 
押し 続け る と 運 編 し て 変化 し ます 。 


@PTT ス イッ チ 


押し て いる 間 、 送 信 状 台 に な り ま す 。 ま た 、 ス キャ ン 、 
MHZ、 周 波数 ステ ッ プ の 選択 、 ト ー ン 司 波数 の 選択 の 
動作 局 に この スイ ッ チ を 押す と 、 そ の 動作 が 解除 され 款 
す 。 


@UP/DOWN ロ ックス イッ チ 


スイ ッ チ を ロッ クタ に する と マイ ク の UP/ ロ WIN キー を 
偽 か な くす る こと か で きま す 。 
マイ ク で UP/DOWN し た く な い 時 に 合用 し て くだ さ 
い 。 


= 朗 信 
8-8-]. 受信 の 仕方 


メイ ンダ イヤ ル 


MHz[AJELVY] キ ー 


I 
スケ ル チ 音量 ツマ ミ 
ツマ ミ 


3- ど - ら . 各 モ ー ド の 説明 


電 承 スイ ッ チ を ON に すず る と 左側 に ゾロ 倒 の 局 渉 数 が 、 
左 測 に ロロ 側 の 周波 数 が それ ぞ れ 表示 ご れ ま す 。 
BAND [VHF] [UHF] キ ー で . バン ド を 選ん で 下さ い 。 
押さ れ た 万 の バン ド が メイ ンー バン ド に な り 、 台 種 の 調整 か 
で きる よう に な り ま す 。 


① 周 波数 の 設定 
メイ ンダ イヤ ル を 右 に 避 す か 、 マ イク の UP キー を 押す 
と 、 周波 数 が その 時 の チャ ン ネ ルス テッ プ ( 初 期 値 は 10 
KHZ) 分 り ピ し ます 。 
メイ ンダ イヤ ル を 左 に 回 すか 、 マ イク の ビ じ OWNI キー を 
拓 す と 、 居 涙 数 が その 時 の チャ ン ネ ルス テッ プ 分 DOWN 
し ます 。 
MHZ[A] キ ー を 押す と 、 周 波数 が 1MHzZ UP し ます 。 
MHz[V] キ ー を 連 す と . 周波 数 直 IMHz DOWN しま 
す 。 
MHzLA]、 [ マ ] キ ー と 、 マ イク の U ビ / ビ OWN キー は 
押し つ プ ける と オー トリ ピー ト し ます 。 


る スケ ル チ ツ マミ の 調整 
信号 を 受 借 し て いな い 居 波数 に 誤 整 し て 下さ い 。 
スケ ル テ ツ マミ を 左 に 豆 し 切る と 、「BUSY」 の 表示 が 
避 刀 し 、 ス ピー カー か ら ザ ゼー と 音 が 出 ます 。 
スケ ル チ ツ マミ を ゆっ くり と 右 に 回 し て ザー と いう 言 が 
注 え る よう に 調 記 し ます 。 
HUSY」 の 表示 が 滑 灯 レ て いる の を 倫 認 し て 下さ い 。 


③ 音 量 ツ マミ の 調整 
周波 数 を 調整 し て 局 誠 告 受 信 し て 下さ い 。 
育 還 ツ マミ を 左 に 回 し 切る と. 音量 が 記 小 に な の ぶす 。 
吾 軍 ツマ ミ を ゆっ くり と 右 に 品 し て 好み の 昔 墨 に 調 京 し 
て 下さ い 。 


各種 の 設定 や 周 返 数 の 変更 な どの 温 作 に より . 動作 モー ド 
と 設定 モー ド に 分 か れ ま す 。 

動作 モー ド は VF ロ モー ド ,. メモ リー モー ド 、 コ ー ル モー 
ド 、AHM モ ー ド に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ の モー ド で 、 送 受信 
や スキ ャ ン 、 ブ ライ オリ ティ 等 が 操作 で きま す 。 

設定 ニー ド で は 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 や オフ セッ ト 
周波 数 、 ト ー ン 周 流 迷 等 の 台 牧 の 設定 を 変更 する こと が で 


設定 モー ド の 詳し い 説明 は 3-4. フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 の と 
ころ を 御 起 下 さい 。 


1) VFU モ ー ド 


[VFO] キ ー 


メモ リー モー ド 


メイ ンダ イヤ ル MHz[A]【Y] キ ー 


50 8 | 
1 MHz[A へ ] キ ー 
+ 
貞 け 9 過 
] 2 
gg だ 
| MHzrAj キ ー 
由記 


[VFO] キ ー を 押す と 、V ソ ビリ モー ド に な り ま す 。 

ソ ビ ロ モー ド で は 、 周 波数 の 愛 更 や 設定 モー ド の 呼び 
出し が で きま す 。 

VFO モ ー ド で は 簡単 に 周波 や 各 竹 設 定 の 変更 が で 
きま す の で 、 進 帯 の 運 戸 時 に 室 用 され ます 。 

居 波 数 の 設定 万 法 に つ ご いて は 8-- 1. 受 信 の 仕方 を 御 
覧 下さ い 。 

各 和 の 設定 方 法 に つい て は -4. フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 を 
岬 赴 下 さい 。 

VFO モ ー ド で は ソ F ロ スキ ャ ン 、 プ コグ ラム スキ ャ 
ン . ツ F 上 リプ ライ オリ ティ が で きま す 。 


[MRH] キ ー を 押し て 下さ い 。 
その 時 の メモ リー チャ ン ネ ル に 入っ て いる 周波 数 と メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 
メモ リー モー ド で は 、 あ ら か じ め 記 憶 さ せ て お いた 司 
波数 を 呼び 出し て 澤 用 で きま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル 数 は VH ビ / 昌 合 さ て 28 チャ 
ン ネ ル 分 あり ます 。 ツ HF IH テ ャ ン ネ ル 、 り HH 1 ミ テ 
ャ ン ネ ル と いう 分 け 方 も で きま す の で 必要 に 応じ て 振 
り 分 け て くだ さい 。 
レビ ピー ター 局 汽 数 に AHM に 記 載 で きま す の で 、 レ ビ 
ー タ ー 周 波数 は AHM へ . それ 以外 は メモ リー へ 記憶 
させ る と 効率 よく メモ リー が 更 用 で きま す 。 メ モリ ー 
モー ド で は 、 メ ニ リ ー ス キャ ン と メモ リー プラ イオ リ 
ティ が で きま す 。 
(]: メ モリ ー テ ャ ン ネ ル の 表示 
メモ リー モー ド で は 周波 攻 の ほか みか に. メモ リー チ 
ャ ヤン ネル 表示 が で され ます 。 
又 、 ス キャ ン エ ッ ジ も メモ リー モー ド で 人 稚 認 の 表示 
が され ます 。 
スキ ャ ン エ ッ ジ は 『「] ヒ 」、「1U」、「L」(「BU」 で メ 
モリ ー 表 示さ れ ま す 。 
メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 変更 
MHz[A]、[ マ ] キ ー に より メモ リー チャ ン ネ ル の 
変更 が で きま す 。 
メイ ン バ ン ド が VHF (UHF) の と き は ツ ロ F (UHF) 
劉 の 周波 数 の み が 有 選択 さ れ て 表示 され て いき ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 が スキ ャ ン エ ッ ジ ("1 ュー 
「 ら U」) の 時 は 他 の モー ド (VF ロ 、 コー ル 、 AHM) へ 
の 拶 行 や バン ド 切 り 換 え は で きま せん の で 、 メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル を 1 PB に し て か ら 他 の モー ド へ の 移 
行 や バン 切り 交 え を し て くだ さい 。 
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] メイ ンダ イヤ ル を 
台 に 回 す 
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] [MF]〒ー を 學 す 


5 訂 3 
3) コー ルモード 
[FUNO] キ ー 。 [CALL] キ ー 


4) AHM( オ ー ト レビ ー タ ー メ モリ ー) 


[FUNC] キ ー [AHM] キ ー 


[MW] キ ー [SCANI] キ ー 


中 967 

] メイ ンダ イヤ ゼル を 
記 に 司 す 

d ee 

39' 記 


! 
コ 
| y39B9 


メモ リー 尽 容 の 一 世 変 更 
メモ リー し て ある 周波 数 や 設定 を 一 時 共に 変更 する 
こと が で きま す 。 
固 汽 致 や 宮 種 の 設定 は VF ロ モー ド こ と 司 様 に で きま 
す が 、MHIZ 「A]. [V] モ キー は 、※ モ リー チン ネル 
の 変更 に な り ま す の で 、 潜 用 で きま せん 。 
一 時 変更 し た 実 容 は [MH1 キ ー を 編 す か 、 メ モリ ー 
テ チャンネル を 変更 する か 、 モ ー ド を か える と 元 に 記 
り ま す 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ は 一 技 変 更 で きま せん 。 


[CALL] キ ー を 近 し て 下さ い 。 

コー ルチャ ン ネ ル (VHF :145MHZ. ロロ F : 433M ロ Z) 
を 表示 し て メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 に 「」 を 表示 し 
す 。 

コー ルモード で は 周波 数 の 変更 や 、 名 極 設定 な で きま 
せん 。 

コー ルモード で 再度 [CALL] キ ー を す と 、 コ ー ル 
モー ド に 移る 前 の モー ド に 到 り ます 。 

コー ルモード で は コー ルプ ライ オリ ティ が でき ます 。 
VF ロ 又は ※ モ リー モー ド で 「FUN」 点灯 中 に 
[CALLW] キー を 失 す と 、 コ ー ル チャ ン ネ ル の 書き 
換え が で きま す 。 


AHM と は 、 ソ ビ ロ の ベー ス 周 波数 青 で 送 告 淫 砂 以 
内 に 1 秒 以 上 の 信号 を 座 信 し た 時 に 、 そ の 周 渋 数 を 自 
勤 的 に 記憶 する 機能 で す 。 学習 提 能 を も っ て お り 、 又 
近 使 語 さ れ た 潮 臣 数 か ら 腰 に 日 ]、P… と 記 候 し て 
お り 、10 テ チャンネル 分 憶 し て いま す 。 10 チ ャ ン ネ ル 
以上 に な る と 一 番 五 い 10 チ ャ ン ネ ル 詞 を 消去 し て 1 一 
、Eー3…… 紀 ー10 と し て 、1 チャンネル 当 に 一 番 
新しい 下 波 数 を 記憶 し ます 。 ペ ー ス 周波 直 の 初 避 福 に 
レビ ー タ ー デ クセ ス 四 に セッ ト さ れ て いま す 。 ベ ー ス 
周波 数 と その と き の チ ャ ン ネ ルス テッ プ が 違う と き は 
記 憎 され な い 時 が あの ま す 。 
[AHM] キ ー を 抹 し て 下さ い 。 ム 昌 M の テ ャ ン ネ ル ] 
の 周波 妥 と 、 チ ャ ン ネ ル NO. の 「] 」 が 青 示 され ます 。 
メイ ンダ イヤ ル を 回 し て 希望 の テ チャン ネル を 選ん で 下 
さい 。 
①AHM ベ ー ス 

ベー ス 周 波数 堆 は 1 MHZ で す 。 

ベー ス に は トー ン と シフ ト の 設定 が 可能 で す 。 

AHM ベ ー ス へ の 書き 込み は 、 周波 下 (MHz 下 急 

り 捨て ) を 設定 し 、 ト ー ン と シフ ト も 必要 な ら 設 定 

し た あと に 、[FUNC] キ ー を 押し て 「FUNC」 を 

点 好 さ せま す 。 

メイ ンダ イヤ ル か 、 マイ ク の UP/D ロ OWN キー で ※ 

モリ ー チ ャ ン ネ ル の 表示 を 「 月 」 に し て [MW] キ ー を 

押し て 下さ い 。 


AHM ペ ベ ペース が 3 記 電 され ます 。 

AHM ベ ー ス を 変更 する と AH も 同時 に 変り ます 。 

VF ロ モード で 周波 数 を 変え て いき 、 ペ ベー スズ 央 汽 数 

寺 に な る と 、 ベ ペー ス 馬 波数 に 設定 し て いる トー ン や 

シフ ト ガ が 息 動 前 に 設定 さ な て いま す 。 
AM スキ ャ ン 

AHM モ ー ド で スキ ャ ン を する と . 自動 的 に 空 テ ャ 

ン ネ ルス トッ プ 、 ポ ー ズ スタ ー ト で スキ ャ ン し ます 。 
AHM の マニ ュ ア ル 入 力 

AHM の ペース 周 波数 寺 で [FUN ロ ] キ ー を 押し て 

「FUNO」 を 記 灯 させ て いる 状態 で [AHM] キ ー を 

提 す こと 、AHM の CH 1 に その 狩 の 周波 数 が 記 坦 さ 

れ ま す 。 


ヨコ - ど -d. ス キャン 


下 要 回 世 数 の 
|a5g で Ra の 
] [FUNC] キ ー 
時 、 キ を 埋 す 
nー-】 
npH FUND. 点 だ 
] ビー タリ ー 
エン コー ダー を 回 す 
円 り 5g を : 1 し を 削 沢 


| IMW=ー を 才 す 


下記 洗 定 組 了 


スキ ャ ン エ ッ ジ の 


ら ) 


スキ ャ ン の 種類 
スキャン の 西 類 は 下記 の 4 つが あり ます 。 

1) VF ワ スキャ ン (ソロ モー ド で 可能 

ら ) プロ プラ ム ス キ ャ ン ( ソ ビワ ロモ ー ド で 能 ) 

3) メモ リー スキ ャ ン (※ モ リー モー ド で 可能 ) 
4) AHM ス キャ ン (AHM モ ー ド で 如 能 ) 
1) 一 3) まで は スキ ャ ンス トッ プ 楽 件 と し て 下 放 のど 
つが 選べ ます 。 

8 ビジ ー ス トッ プ 

b) 空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ 

1) 一 3) まで は スト ッ プ 後 の ス キャ ン 守 半 往 件 と し て 
下記 の つが か 選べ ます 。 

イ ) ポー ズ ス ター ト 

ロ ) タイ マー スタ ー ト 
24) は 棄 デ ャ ン ネ ルス トッ プ と ポー ズ ス ター ト に 国定 さ 
れ て いま す 。 


スキ ャ ン エ ッ ジ の 説明 
プ コ グラ ム ス キ ャ ン を する 前 に スキ ャ ン エ ッ ジ を 指定 
し て お く 必 要 が あり ます 。 


スキ ャ ン エ ッ ジ を を 定 する 場合 は 、 し 、 り と も に 滞 一 バ 
ンド 内 に 設定 し て 下さ い 。 

又 、 ス キャ ン エ ッ ジ に 同一 バン ド 内 に ら 組 指定 する 事 
も で きま す 。 

スキ ャ ン エ ッ ジ を 央 定 し た 場合 の スキ ャ ン エ リア に つ 
いて は 、5) プロ グラ ム ス キ ャ ン の 項 で 説明 し ます 。 

スキ ャ ン エ ッ ジ の 指定 の や り 万 は 、 ツ ビリ D モ ー ド で ス 
キャ ン エ リア の 下限 周波 敷 を 選択 後 、[FUNC] キ ー 
を 雷 し て 「FUNC」 を 京 灯 させ ます 。 

その 後 、 ロ ー タ リー エン コー ダー で メモ リー チャ ン ネ 
ル を 「]L」 に し て [MW] キ ー を 担 す こ 、 下 限 が 設定 で 
きま す 。 次 に 、V ツ F ロ モー ド で スキ ャ ン エ リア の 上 限 
河 波 数 を 選択 後 、 メ モリ ワー チャンネル の 「1U」 に 書き 
込み ます 。 
上 下限 と も 同じ 周波 数 か 、 し が より 高い 局 波数 の 時 
は 、 ス キャ ン エ ッ ジ の 指定 は 無 錠 に な り ぶ す 。 


3) スキ ャ ンタ イプ の 説明 


0 [S.TYP] キ ー 


ロロ 
同 5 員 | 
| 」 
| UNO」 調 条 中 
(本 YP] キ ー を 輝 す 
Ed i 
空 デ ャ ン ネ ル 
由 5 スト ッ プ . 
ポー ズ ス ター ト 
] "ご UNC」 点 灯 中 
[S.TYPJ キ ー を 押す 
WW 
ロロ ご ジー スト ッ プ 、 
5 タイ マー スタ ー ト 
| UNO」 吉 中 
[.+YP: キ ー を 押す 
TMSP と 
| 宅 テ チャ ン ネ ル 
EDU | スト ッ ズ 
| タイ マー スタ ー ト 


VFD ス キャ ン 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 、 メ モリ ー ス キ 


ャ ン で は 、 ス キャ ン の スト ッ プ 系 件 と 再 容 楽 件 こし て 、 


ビジ ー ス トッ プ / 空 チャ ン ネ ルス トッ プ と ポー ズ ス ネタ 
ー ト アダ タイ マー スタ ー ト の 各種 を 選択 で きま す 。 
① ビ ジー スト ッ プ 
信号 が 入る と スキ ャ ン を スト ッ プ し て 受信 し ます 。 
選 棄 チャ ン ネ ルス トッ プ 
信号 が 入っ て いな いい チャンネル に な る と スキ ャ ン を 
スト ッ プ し ます 、 
馬 ポ ー ズ スタ ー ト 
ビジ ー ス トッ プ の 時 は . 信号 が 入っ て いる 商 は スト 
ッ プ を 続け 、 が な く な っ て か らら 秒 徐 に スキ セ 
ン を 妥 開 し ます 。 
空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ の 持 は 、 信 写 が 入っ て いな い 
問 は スト ッ プ を 続 ば 、 信号 が 入る と スキ ャ ン を 岳 
し ます 。 
② ゆ タイ マー スタ ー ト 
ビジ ー ス トッ プ の 肝 は 、 信 
又は 信号 が な く な っ て か らら 秒 攻 の ご ちろ か 短い 方 
の 時 科 給 財 す る と スキ ャ ン を 忘 開 じ し ま 。 
空 テ チャ ン ネ ルス トッ プ の 殖 に 、 信 号 が 入っ て いな い 
状 門 が 秒間 続く か 、 信 斑 が 入 を と スキ ャ ン を 再 問 
ます 。 
スキ ャ ンタ イプ の 選択 方 法 は .「FUNO」 点 灯 計 に 
[BS.TYP] キ ー を 押す と 「5 ロ 」 が 点灯 し .「FUNC, 
喜 灯 中 に [ 選 .TYP ロ ] を 下す 毎 に 、「TM」、「 品 
TM」、 消 巡 の 契 に 変化 し ます の で 、 動 作 さ た い 
スキ ャ ンダ イプ を 選ん で 下さ い 。 
「 避 口 」 消 中 は ビジ ー ス トッ プ 、 点 灯 中 は 空 チ ャ ン 
ネル スト ッ プ に な り ま す 。 
『TM」 消 灯 中 に ポー ズ ス ター ト 、 点灯 局 は タイ マー 
スタ ー ト に な り ま す 。 


号 が 入っ て か らら 秒 央 、 


4) V ビ ロス キャ ン 


心 VF り モー ド で 、 ス キャ ン き せよ うと する バン ド 内 
に スキ ャ ン エ ッ ジ が 設定 され て いな い 時 に 、 [AN] 
キー を 沖 す と ソロス キャ ン を 行い ます 。 

台 ス キャ ン 方 向 に 、 最後 に 行っ た 居 波 数 の UP/ZDOWN 
方 向 と 同じ に な り ま す 。 
スキ ャ ン 途 中 に 、 メイ ンダ イヤ ル 叉 は マイ ク の いり ビ ピ / 
ロロ WN キー に より スキ ャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。 

合 ス キャ ン 中 に 再度 [SCAN] エー を 押す な 、 PT 征 
キー を 担 す と スキ ャ ン は 終了 し ぶす 。 


メイ ンダ イヤ ル [SCAN] キ ー 
~SCAN] キ ー を 挫 す 。 
| "59 隊 
] 
! 
| deg 本 


ea 7 」 2 和 


= ニオ ーー 


5) プロ グラ ム ス キ ャ ン 
[FUNC] キ ー AE 


Ja 


| L 144.50MHZ 
ュ り :145.0UMF> 
ャ の と き 


て 
志 n 
に コ 
トコ 


Eat 


スキ ャ ン エ ッ ジ が 設定 され て いる バン ド で [SCAN] 
キー を 運 す と プロ グラ ム ス キ ャ ン を し ます 。 
「FUN」 京 灯 中 に [AD ロロ] キー を 押す と 「AD ロ 」 表 
示 が 点灯 し 、 ア ド 綴 能 が 設定 され ます 。 

(し を U の 革 は スキ ャ ン エ ッ ジ の 指定 は 無効 に な り 
VF ロ スキ ャ ン に な り ま す 。) 
スキ ャ ン の 説明 で 、 バ ンド エッ ジ 下 限 は し ヒヒ 、 上 限 を 
UE と し て あり ます 。 

(1) ス キャ ン エ ッ ジ が 1 組 の 場合 


L こ し U UE 
公 に ご 


人 A さ より スタ ー ト し た 時 に (LE、 し ) 間 の スキ ャ ン を し 
ます 。 
以下 巳 よ ウス ター ト し た 肝 は (し 、U) 遇 、 〇 より ス 
ター ト し た 時 は (U、UE) 吉 を スキ ャ ン し ます 。 
G ス キャ ン エ ッ ジ が ら 組 の 場合 
スキ ャ ン エ ッ ジ を ら 組 指定 する 時 は 1L くど GU に な 
る よう に 設定 し て 下 ざ い 。 
① (1L、】U)、(2L 、 ど U) が 箇 な ら な い 時 
スキ ャ ン エ ッ ジ が ら 繧 ある 時 は 、 ア ド 機 能 に より 
スキ ャ ン エ リア の 連続 スキ ャ ン が で きま す 。 


① の 7ADD. 点灯 中 の スキ ャ ン 
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B) メモ リー スキ ャ ン [SOAN] キ ー 


[FUNC1 キ ー [SKIP] キ ー 
1 


] [SKIP] キ ー を 
容 す 
1 57 8 
] メモ リー テ ャ ン ネ ル ど 
が スキ ッ プ され る 
内 5 


「ADD」 消 灯 中 は 、 人 AA から ス ター ト し た 叶 は (LE、 


1L) 間 を . 区 下 日 で は (1L、 1U)、 で は (1U、 
GL)…… ビ で は (2U、U ビ ) を スキ ャ ン し ます 。 
TAD ロ 」 点 灯 呈 に 、A、 巳 、 ヒ か ら ス ター ト し た 時 
は 「ADD」 消 灯 中 と 同じ . 日 、 ロ が から スタ ー ト し 
た 百 は し 、]1U)、 (PL、 ら U) 問 の 連続 スキ ャ ン 
を し ます 。 

LE 1L 1U EL geU UE 


る ヨ gi 回 三 

名 (1L、1U)、(GL、8U) が 埋 な る 時 
「ADD」 沙 炉 中 ほ ① の 「AD ロ 消灯 中 と 同じ エリ 
ア (Aー ビ ) の スキ ャ ン を し ます 。 
「ADD」 串 灯 中 は 、A. で は ① と 同じ エリ ア 
(A、 三 ) の スキ ャ ン を し ます 。 
ヨロ ー ロ 臨 か ら ス キャ ン を 開始 し た 場合 は 上 図 で 
は (1L、3U) 下図 で に (2L. U) 吉 の スキ ャ ン を 
し ます 。 

LE lg EL 1U に | UE 


メモ リー モー ド で [CAN] キー を 和輝 す と 、 メ モリ ー 
チャ ン ネ ル を 際 に スキ ャ ン し ます 。 

VHF 劉 で メモ リー スキ ャ ン を する と 、 ソ H ロ ビバ ンド 
の 周波 数 が 語 神 され て いる デ ャ ン ネ ル が 、 け ロビ 生 で 
は UHF バン ド の テ デ ャ ン ネ ル が スキ ャ ン の 対象 に な り 
ます 。 

メモ リー チャ ン ネ ル を メモ リー スキ ャ ン の 対象 か ら 外 
す 場 合 は 、「FUNO」 吉 灯 中 に [BKIP] キ ー を 押す と 
メモ リー チャンネル の デシ マル ポイ ント が 消灯 し て メ 
モリ ー ス キッ プ の 設定 が びさ れ ま す 。 

出荷 早 、 リ セッ ト 直 後 は 、 す べ て の チャ ン ネ ル が メモ 
ワー スキ ッ プ に な っ て いま す 。 

スキ ャ ン エ ッ ジ は メモ リー スキ ャ ン の 時 に 選択 ざれ ま 
せん 。 

スキ ャ ン 中 に [SCAN] キ ー を 押す か 、 ロ キー を 
理 す と スキ キャン は 終了 し ます 。 


AM モー ド で [BOAN] キ ー を 各 す と 、ARM の 
ロロ 1 一 I01 ま で を 空 チ ャ ン ネ ルス トッ プ 、 ポ ー ズ スタ 
r E コ 画 ー ト で スキ ャ ン し ます 。 

AFHM モ ー ド か ら VFD モ ー ド か メモ リー モー ド に 戻 
る と 、 元 の スキ ャ ンタ イブ に 戻り ます 。 


ア 7) AHM ス キャ ン 


B) スト ッ プ 周波 数 の 記 博 
VFD ス キャ ン と プロ グラ ム ス キ ャ ン で に 、 ス キャ ン 
中 に スト ッ プ し て いた 周波 数 と 、 ヒ ビー タダ リー エン コー 
ダー 又は MiC の UP/DOWRNI キ ー で スキ ャ ン を 再 、 
又は 方 志 転 競 さ せ た チ ャ ン ネ ル を 坊 し て お り 、 ス キ 
ャ ン 終 了 後 に 呼び 出す 事 が で きま す 。 
スキ ャ ン 終 了 後 に [VFO] キ ー を 操 す と 、 一 徐 最 後に 
スト ッ プ し た 周波 数 に な り . 再度 [VFD] キ ー を 垂 す 
と 、 そ の 一 つ 前 に スト ッ プ し て いた 周波 数 に な り ま す 。 
以後 、 ソ ヒロキ ー を 押す 生 に 、 ら つの 周波 数 を 交互 に 
表示 し ます 。 
スキ ャ ン 史 に ] つ し か スト ッ プ し な か っ た 場合 に スキ 
ャ ンス ター ト 周 波数 と スキ ャ ンス トッ プ 周 波数 に な り 、 
スト ッ プ し な か っ た 場合 は 動作 し ませ ん 。 


BANDLVHF]EUHF] キ ー 


[VFO】 キ ー [CANCEL] キ ー 


* ン 


キャ ン セ ルキ ー 

VFO、 フ ログ ラム スキ ャ ン で は 、 ス キャ ン 中 に 
[GANCEL] キ ー を 括 す と スキ ヤン スタ ー ト 周波 数 
に 戻り ます 。 


ヨ 


1]0) ダブ ルス キャ ン 、 ス キャ ン 品 プ ライ オリ ティ 
スキ ャ ン 中 で も [VHF]、[UHF] キ ー で メイ ン バ ン ド 
の 変更 が で きる の で 、 メ イン バン ド を 変更 後 、 別 の バ 
ンド で スキ ャ ン や プラ イオ リティ が で きま す 。 


11) スキ ャ ン 中 の 注意 


スキ ャ ン 中 は 、 メ モリ ー の 書き 込み と 「ADD」 の 設定 
は で きま せん 。 


d--4. プラ イオ リティ 
]) プラ イオ リティ の 説明 


[PRI] キ ー [GANOEL] キ ー 
プラ イオ リティ は 下記 の 種類 湖 り ます 。 
1) VFD プ ライ オリ ティ 
E) メモ リー プラ イ テ リ ティ 
3) つづ ALL プラ イオ リティ 


プラ イオ リティ 中 に 、 ら 秒 と ] 秒 の 受信 を 交互 に くり 
返し ます 。 

1 秒 側 受信 中 に 六 号 が 入る と 、 5 秒間 の 受 守 に 延長 さ 
れ ま す 。 

プラ イオ リティ の ら 科 側 で ピ イ エキ ー を 押す と 、PTT 
を 理 し て いる は 送信 し て いま す が 。 ロ T を 北 す こ 
プラ イオ レティ を 吾 開 し ます 。 

プラ イオ リティ の 1 落 財 で ビ T エー を 担 す と 、 プ ライ 
オリ ティ を 唐人 区 し ます 。 

ブラ イオ レティ 動作 中 に [PRI] キ ー か が [DANCEL] 
キー を 江 す と 、 プ ライ オリ ティ 硬 作 を 明 隊 ご きま す 。 

[PHI] キ ー を 押す と 、 近 し た 方 で プラ イオ リティ を 避 
険 し 、 [CANCEL] キ ー を 症 す と プラ イズ リティ を 毎 
除 し て ら 乏 動作 側 に 戻り ます 。 


) VFD ブ ライ オリ ティ 


dg 上 
_ 1 1 天 較 
5 3 の 


VF ロ モー ド で [PHI] キ ー を 如き と 、VFO 負 を ら 秒 
受信 . そ の 時 の メモ リー チャ ン ネ ル を ] 秒 受 信 し ます 。 
メモ リー テ ャ ン ネ ル 受 信 上 に 信号 が 入る こと 秒 受 千 に 
な り ま す , 


3) メモ リー プラ イオ リティ 


| 中 5.99 


1 3 
| 0 
55 1 広 


に ] 
577 : 5 秒 


内 555 1 ゅ 


ド で [PRI] キ ー を 押す と 、 メ モ 
F を ] 妙 受 信 し ます 。 
に 言 号 が 入る と うっ 落 受 信 に な り ま す 。 


リー 條 を 


きる 1 


5 


に 


トス 


こ ン 


コー ルモード で [PRI」 そ ー を 押す と 、 コ ー ル 側 を っ 秒 
受 言 、 ソ ビ ロ を ] 秒 受 舎 し ます 。 

VFCO 受 信 中 に 信号 が 入る と 秒 受 信 に な りす 。 
ダブ ルプ ブ ライ オリ ティ 、 

プラ イオ リティ 品 ス キャ ン 


プラ イオ リティ 動作 中 で も [VHF]、[UHF] キ ー で メ 
イン バン ド の 急 換え が で きる の で 、 メ イン バン ド を 切 
換え て スキ ャ ン や プラ イオ リティ 動 佐 が で きま す 。 
プラ イオ リティ 中 の 注意 


プラ イオ リティ 史 は 、 メモ リー へ の 書き 込み 
の 設定 は で きま せん 。 


と "ADD」 


--5. トー ンス ケル チ 機 能 


メイ ンダ イヤ ル 


[CANCEL] キ ー 


| 
[TONE] キ ー 


トー ンス ケル チ テ 機能 を 動作 


させ る に は 、 オ プシ ョ ン の トー 


ンス ケル テ ユ ニッ ト ヒ J- 7U が 必要 で す 。 
あら 方 じ め 徐 定 し て いる トー ン 周 波 誤 を 含ん だ 信号 の み 受 


言 す る 紙 能 で す 。 


「 明 5 


85 


] [TONE: キ ー を 
担 す 


員 G 5 


] 


ら 


トン 


トー ンス ケル チ の 設定 

VF ロ モー ド 、 又は メモ リー モー ド で [TONE] キ ー 
を 担 し て 下さ い 。 そ の 時 の トー ン 周 波数 と 「ENC」 が 
表示 され ます ,。 その 状態 で 洛 定 し た い ト ー ン 周 洲 致 和 
避 ん で 下さ い 。 

選択 僅 、 再 硫 [TONE] キ ー を 押す と VF ロ 又は メモ 
リー モー ド に 戻り 、「ENC」.「DE ロ 」 の 表示 が 点 
し 、 設 定 が 売 了 し ます 。 


トー ンス ケル チ 設 定 手順 
①[TDNE] キ ー を 押す 。 
る メイ ンダ イヤ ル で トー ン 周 度数 を 選択 。 
[TUNE] キ ー を 家 す 。 


トー ンス ケル チ 機 能 の 動作 

トー ンス ケル チ 勤 作 中 に 、 信 号 を 受信 し て も 志 定 し た 
トー ン が 苔 ま れ て いな いと スケ ル チ が 開か が すず. 音 は 団 
こえ ませ ん 。 又 、「BUSY,」 の 表示 も 点灯 し ま ビ ん 。 
指定 し た トー ン を 受信 する と スケ ル テ は 開き 、 音 が 聞 
こえ ます 。 叉 、「BUY。 の 表示 も 点灯 し ます 。 


主 
に ュ 
mal 


| [TOiNE] キ ー を 
押す 


| 由 5 ロ 


3 


ーー 


トー ンス ケル チ 機 能 の 解除 

「ENO」、 「 ロ E 品 」 点 灯 中 に [TONE] キ ー を 運 す と 、 
「ENC」、 DEO」 の 喪 示 は と も に 浴 灯 し 、 ト ー ン ス 
ケル デ 機 能 が 解除 され ます 。 


トー ン 周 到 数 一 覧 表 (単位 Hz) 


57.0 
85.4 
103.5 


187.3 
156.7 
196.8 
241.8 


77.J 
ヨ 4.3 


79.7 
87.4 
118.8 


姓 .3 74. 
B8.5 
107. 114.3 
131.8 141.3 146.g 
162.8 6 178.8 179.9 
03.5 elB.| 225.7 
e5.3 


8e.5 
1I00.0 
Ie3.0 
151.4 
185.8 
e33.6 


4) トー ンス ケル チ 運 用 上 の 注意 


トー ンス ケル チ 動 必中 は 信号 を 受信 し て も 「BUSY」 
が 吉 刀 し な い 時 が あり ます の で 、 ト ー ン スケ ル デ 運 骨 
の 前 に は 、 ト ー ン スケ ル チ 擬 能 を 解除 し た 状態 で その 
周波 数 が 使用 され て いな いこ と を 秦 認 し て か ら 運 用 し 
て 下さ い 。 

トー ンス ケル テテ 機能 を 毅 除 し て も 、5 秘 以内 に 
[CANOEL] キ ー を 押す と トー ンス ケル チ 設 定 状態 
に 戻す こと が で きま す 。 


は - ど - 日 . ABX( オ ー ト バン ド エ ク スチ ェ ン ジ ) 


[FUNC] キ ー 


--7. AF ミュ ー ト 機能 


[MUTE] キ ー 


CT 提 


同 5.55 43 


1) ABX の 説明 

「『FUN」 吉 灯 中 に [ABX] キ ー を 皇 す と 、ABX の 
設定 が な で きま す 。 

AX の 設定 中 は 、 サ プ バ ンド 備 で 信号 
ーー 時 的 に メイ ン バ ン ド の 軌 換え を 行い . 
る と 元 に 庄 り 款 す 。 

メイ ン バ ン ド の 功 換 え 呈 に スイ ッ ニ を 塗 す と 
ABX を 般 除 し ます 。 


受信 する と 
号 


を 
告 号 が な く な 


ABX の 設定 手順 ①[FUNO」 キ ー を 押す 。 
怠 [ABX] キ ー を 押す 。 


) ABX と プラ イオ リティ の 同時 動作 
サブ 條 で プラ イオ リティ 動作 中 に 、 ム AX 季 作 で メイ 
ン バ ン ド の 切 寺 え が あっ た 時 は 、 プ ライ オリ ティ 且 作 
は 一 時 信 止 し て いま す 。 


d 


2 


ABX 中 の 注意 

ム 晶 X 動 作 で メイ ン バ ン ド が 切換 わっ て いる 持 に . 
PT スイ ッ チ 以 に 受け 付け ませ ん 。 

メイ ン バ ン ド 側 で 送信 や は 、 サ サブ 側 に 填 紀 が 入っ て も 
メイ ン バ ン ド の 切換 有 え に 行 われ ませ ん .。 

サブ バン ド 揚 作 に より 日 X に 悪 区 さ れ ま す 。 


一 方 の バン ド の 音声 出力 を 強制 的 に 肖 す こと が で きま す .。 
[MUTE] エ キー を 画す 宇 に サブ プ ミ ュー ト 、 メ イン ミュ ー ト 、. 
ご 中 張 の 左 に 勤 作 し ます 。 

ミュ ー ト 呈 は ば 、 ミュ ー ト の が か か っ て いる バン ド に 「MUTE」 
の 表示 が 点灯 し て いま ぼ す 。 

同時 受 寺 叶 に 一 方 の パンド の み 間 さ た い 吾 に 使用 し て 下さ 
い 。 


送 告 する 場合 は 、 送 受信 居 波 数 が 同じ シン プレ ックス モー 
ド と 、 送 受信 河 激 致 が 異な る デュ ー ブ レ ックス モー ド な 雪 
りき す 。 

送信 は 「ON AIH」 の 表示 が され ます 。 
送信 され る と き は 、 晶 波 を 発射 し よう と する で 馬 波 数 が 使 困 
され て いな いこ と を 確 切 し て か ら 送 信 し て 下さ い 。 


3-9d-1. シン プレ ックス モー ド 


送信 し た い 周波 数 を を 選択 し て 下さ い 。 

P+ キー を 捧 す と 送信 し ます の で 、 マ イク ロホ ン に 向 か 
つて 話し て 下さ い 。 

PTT エ キー を 酔 す と 受信 に 戻り ます 。 


3-3-. デュ ー プ レッ クス モー ド 


メイ ン [FUNC] [REV] [SHIFT] 
ダイ ヤル キー キー キー 
1 


| メイ ンダ イヤ ル を 回 し て 惹 記 の 
オフ セッ ト 周 返 修 を 半 折 す る 


[FUND1 キ ー を 
2 


本 機 は ビバ ンド 同 肝 受信 が で きま す の で 、VHF(UHF) 

劉 送 信 キ で も UHF (ソロ F) 側 で 受信 は 行なっ て いま す 。 

VHF.、U ロ F で 、 そ れ ぞ れ 居 波数 を 決め て 運用 し ます こ 、 

電 庄 感覚 の フル デュ ー プ レッ クス 遅 月 が で きま す -。 

同一 バン ド 涼 で も 送受 信 の 周波 数 を が え 

ユー ブレ ッ グ ス 寅 用 が で きま す 。 

レピータ ー 運 局 の 時 の よう に 送受 信 の 周波 数 を えて 運 打 

する 万 法 で す 。 

ー シ フ ト と シフ ト の ら つ が 選 択 で きま す 。 

注意 ) フル デニ ー プ レッ クス 運 骨 で 、 ツ HF の 局 授 数 ご 
UHF の 周波 数 が d 何 の 関係 に な っ て いる と 正 営 に 
層 用 で き な い こと か が あの ます 。 


1) 一 (マイ ナス ) シ フト 
VFO 又 ミ メニ リー モー ド で - 唱 IFTj エ テー を 埋 す と . 
オフ セッ ト 過 波数 と 「-」 の 表示 が され ます の で . 指定 

た い オ フ セ ッ ト 周 波数 を メイ ンダ イヤ ル で 送 択 し て 

下さ 
択 後に [FUNC] キ ー か が ビ T エ スイ ッ チ を 徐 す と 、 
VFO 又は メモ リー モー ド に 計り 、「 一 . の 表示 が 点灯 
し 、 設 定か 終了 し ます 。 
オフ セッ ト 周 波 政 は チャ ン ネ ルス テッ プ 時 位 で コー 
10.935MHZz ま で 選 沢 で きま す 。 


| Tee 
提 す 


財 595 


) +( プ ラス) シフ ト 


VFD 又 に メモ リー デー ド で [SHIFT] キ ー を 押す こと 、 
オフ セッ ト 周 波数 と "-」 の 表示 が され ます の で 、 指 定 
し た い オ フ セ ッ ト 周 小 政 を 選択 し て 下さ い 。 

装 択 後 . 再度 「HIFT] キ ー を 押す こと 、V ツ FOO 又は メ 
モリ ー モ ー ド に 戻り 、「+」 の 表示 が 点灯 し 、 設 定 が 縦 
了 し ぶす 。 


シフ ト 設 定 の 手 

①[SHjFT] キ ー を 招 す 。 

メイン ダイヤル と MHz[A]. [V] キ ー で オフ セッ 
ト 馬 波数 を を 選択 する 。 

③ー シ フト の 時 は [FUNC] キ ー を 、 エ シフト の 時 は 
[HIFT] キ ー を 光 す 。 


3) セミ デュ ー プ レッ クス 動作 
+ シ フト (一 シフ ト ) が 設定 され て いる 時 に 送信 する と 、 
受信 周 把 粘 に オフ セッ ト 周 波数 を 足し た 周波 数 (引い 
た 洞 波数 ) で 送信 され ます 。 
シフ ト し た 周波 数 が オフ バン ド に な る 時 は 、「 ロ FF」 
の 表示 が 出 て 送信 され ませ ん 。 


4) セミ デュ ー ブ レ ックス 動作 の 解除 
ー シ フ ト の 時 は [SHIFT] キ ー を 3 回 、 エ シフ ト の 時 
は [SHIFT] キ ー を 1 回 近 す と 解 只 志 か む ま す 。 


! 


] [HEV] を 二 す 


POO 


5) リバ ー ス 動作 
デュ ー プ レッ クス 動作 中 に [HEV] キ ー を 地 す と 、 送 
信 周 波 政 と 受信 天 波 数 を を 入れ か えて 動作 し ます 。 
リバ パー ス 状 態 で ビ PT スイ ッ チ 羽 外 の エー を 揚 す と 、 
リバ ー ス 動作 を 前 際 し ます 。 
リバ ー ス し た 周 返 敷 が つ FF バ ンド に な る 時 に リバ ー 
ス し ま は ん 。 


3-9-3. 送信 出力 の 切換 

送信 品 方 を H バ ハイ ) 7 人 MID( ミ ドル )/ し LOW( ロ ー) の 3 段 
階 で 鐘 漢 える こと が で きま す 。 
[H/M/L] エ ー を 芽 す 毎 に ハイ ー ミ ドル ー ロ ー の 咽 に 変 
化し 、 消灯 「MID」 喜 灯っ 「LOW」 点 灯 の 順 で 表示 が か わ 
り ま す 。 

交信 する の に 同 切 な レベ ル に し て 便 志 し て 下さ し ょ 。 


き 3-9-4. トー ン エ ンコ ー ダ ー 動 作 


メイ ン 
ダイ ヤル [FUNC] キ ー 


[TONE] キ ー 


| メイ ンダ イヤ セル る 回 し て 
導 望 の トー ン 下 を 着 


1 
] [FUNC] キ ー を 
EE 
Re 


トー ン 周 波数 一 覧 表 (単位 :HZ) 


87.00 9 744 7 79.7 885 
85.4 BB5 1.5 94.8 87.4 IOU 
103.5 17@ 1I0.9 14.8 1B.3 1]63.9 
187.3 131.8 136.5 141.3 453 1.4 
156.7 」Bg.2 187.9d 173.8 179.9 IEE.P i 
198.8 203.5 0.7 8.] ee5.7 233.6 
g41.B 850.3 


HI MID 


SIVHF | 多 UOW | 9 4w 
約 IDW | 約 4W 
約 45W | 約 1CW 


約 1W 


送 計 する 信号 に 、 指 定 し た トー ン を 入れ て 送る 磯 能 で す = 
レビ ピーター 運 過 や 、 ト ー ン スケ ル チ 加 型 する 持 に 必要 で す 。 


]) トー ン エ ンコ ー ダ ー の 設 
VFO ロ 又は メモ リー モー ド の 時 に [TUNE] キー を 揚 
す と 、 そ の 陸 の トー ン 周 家 数 と 「ENO」 の 舟 庶 が され 


ます 。 
メイ ンダ イヤ ル で 前 定 し た い ト ー ン 周波 数 を 選ん で 下 
さい > 


選抜 租 に [TONE] キ ー と [CANOEL] キ ー 以 外 を 
年 すこ と V と ロ 文 は メモ リー モー ド に こ に 戻り .「ENC」 の 
表示 が 点灯 し 、 設 定 が 完了 し ます 。 

トー ン エ ンコ ー ダ ー 邦 要 

①[TONE: キ ー を 坦 す 。 

馬 メ イン ダイ アル で トー ン 司 波数 を 選択 する 。 

台 [FUNC] キ ー を 近 す 。 


3) トー ツン エ ンコ ー ダ ー の 解除 
「ENO, 点 灯 局 に [TONE] キ ー を 回 理 す と 「ENO」 
の 表示 は 消え て トー ン エ ンコ ー ダ ー の 設定 が 明 員 され 
ます 。 


ー5 一 


3-4. ファ ンク ショ ン 機 能 


3-4-1. チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 


メイ ン 
0 [FUNC] キ ー 


] 、 メイ ンダ タイ ヤル を 可 し て 間 誰 の 


デ テ ャ ン ネ ルス テッ プ を 半沢 する 


VF ロ モー ド で FUN」 志 術中 に [VF ロ ] キ ー を 押し て 
下さ い 。 

その 時 の チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 

メイ ンダ イヤ ル を 選 し て テ ャ ン ネ ルス テッ プ を 選ん で 下さ 
い 。 

[FUNC] キ ー が か PT スイ ッ チ を 之 す と に り モー ド に 
戻り 、 避 ん だ チャ ン ネ ルス テッ プ に な っ て いしい! ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ 選 択 の 手順 

で [FUNO] キ ー を 押す .(「FUNC」 が 点 訂 し ます 。) 

馬 [VFUJ エ ー を 担 す 。( チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 表示 に な り 
ます 。 

全 メイ ンダ イヤ ル を 可 し て テ チャ ン ネ ルス テッ プ を 遂 択 す る 。 

ゆ [FUNC] キ テー か な PT スイ ッ チ を 押す 。 


て 5 ドー10KIESKー1SKー80K 一 SK つ 
テ チャ ン ネ ルス テッ プ を 変 史 し た と き に 、VFO 居 波数 と 


オフ セッ ト 週 波数 の IUHkHz 示 減 の 切捨て が 起き る と き 
が あり ます 。 


3-4-6. メモ リー 書き 込み 


メイ ン 
ダイ ヤル 


[FUNC] キ ー 


| 


] 


] [MW] キ ー を 部 す 


メイ ンダ イヤ ル ど 
メモ リー チャ ン ネ ル 
を 選 沢 する 


VFO 又 に 、 メモ リー モー ド で 「FUNC」 点 灯 中 に [MW] 
キー を 打 す と メモ リー 書き 込み が で きま す 。 

メモ リー チャ ン ネ ル の ほか に も 、 ス キャ ン エ ッ ジ と AHM 
ベー ス も 同様 に し て 富 き 込み ます 。 


憎 を 込み 手 路 

①[FUNC] キ ー を 家 す ,「FUNOC」 が 点灯 し ます 。) 

台 メイ ンダ イヤ ル を 過 し て 書き 込み た い テ チャ ン ネ ル を 選ぶ 。 
(メモ レー チャ ン ネ ル 和 表示 は ] 一 B、1L 一 U、A の 暑 に 
愛 化 し ます 。) 

避 [MW]j キ ー を 押 3 。 

注意 ) サブ バン ド 側 が メモ リー モー ド の 時 は 、 サ ブ バ ンド 

側が メモ リー チャ ン ネ ル は 選べ ませ ん 。 

サフ バン ド 出 が APM モ ー ド の 時 に 、AHM ベ ー ス 
へ の 和書 ぎ 込み は て きま せん ,。 

サフ バン ド 側 が スキ ャ ン 又は プラ イオ リティ 中 の メ 
モリ ー 書 和 き 込み は され ませ ん 。 


3-4-3. キー ロッ ク 機 能 


[FUNC] [LOCK] キ ー 
キー 


語 に k 


3-4-4. ビー ブ 音 の ON/ ロ FF 


[FUNC] キ ー 


[BEEP] キ ー 


「FUN」 京 灯 中 に [LOCK] キ ー を 掴 す と 、 メ モリ ー チ ャ 
ン ネ ル 表 示 の と ころ に 「L」 を 表示 し て 、 キ ー ロ ッ ク 状 浮 に 
答 り ます 。 

キー ロッ ク 炊 租 で は PTT ス イッ チ 以 外 に 受け つけ な く な 
り ま す 。 

キー ロッ ク を 解除 する に は 再 硫 [FUNO] キ ー を 揚 し て 
「FUNC」 を 点灯 させ 、[LDCK] キ ー を 所 し て 下さ い 。 
キー ロッ ク の 手順 
①[FUNC] キ ー を 押す 。FUNC」 が 忘 困 し ます 。) 

事 [LOCK] キ ー を 区 す 。 


ビー プ 音 の ON / 〇 FF が 指定 で きま す - 

「FUNC」 点 灯 中 に [BEEP] キ ー を 押す 生 に .、 ビー プ 埋 の 
ONー ロ FFーQN と 変わ り ま す 。 

キー 操作 確認 弓 の ご ー プ 昔 が 必要 な い 方 は 、 ビープ 昔 の 
CF に を 選ん で 下さ い 。 

ビー ブ 音 DDN/ ロロ FF の 手 ! 員 
①[FUNC] キ ー を 雷 す 。(「FUNO」 が 誠 灯 し ます :) 
[BEEP] キ ー を 池 す 。 


3-4- ロ . ベル 機能 


[FUNC] 
キー [BELL] キ ー 


メイ ン バ ン ド 表 示 


計 G 明 3 ペル 尼 能 
] 
] 信号 を 受信 する 
に デー 
索 2 
J5gB 全 の 点 基 に な り 


ビー ブ が 鳴る 


信号 を 受 営 し た こと を 知ら せ て くれ る 借 能 で す 。 


1 ) ベル 機能 の 設定 
「FUN」 点 灯 中 に [BELL キー を 押す と メモ リー モ 
ー ド 表示 の 「M」 が 点 減 し て ベル 尼 能 の 設定 が で てき ます 。 
ベル 設定 の 手 内 


ゆ [FUNC] キ ー を 吾 す 。 
[BELL] キ ー を 財 す 。 


0 


ベル 機能 の 動作 

ベル 擬 能 の 役 定 中 (「M」 表 示 の 点 基 中 ) に 信 同 を 受け る 
と 、 ピ ビー プ 音 が 喝 っ て メイ ン バ ン ド 乗 示 が 滅 し ます 。 
トー ンス ケル チ や DS 口 を 設定 し て いる 時 は ほ 、 トーン 
や ロロ が 一 致し な いと ベル 機能 は 動作 し ませ ん 。 
ベル 擬 能 を 衣 除 する まで メイ ン バ ン ド 表 示 の 点 浜 が 続 


きま す 。 


3) ベル 機能 の 解除 
ベル 機能 を 静 除 し た い 場 合 は 、「FUNO」 京 灯 中 に 
[BELL] キ ー を 押す な 、PTT ス イッ チ を 陣 し て 送信 
し て 下さ い 。 
{BELL〕J キ ー を 押し て 解除 し た 場合 は メイ ン バ ン ド 
の み 朋 際 され ます 。 
PT「『 ス イッ テ を 押し て 尼 除 し た 場合 は 、 ソ HF/ UHF 
と も に 解 陸 され ます 。 


3-4-B. ディ マー 機能 
[FUNC] キ ー 


[DIM] キ ー 


4) ベル 機能 で の 注意 
信号 を 受 言 し て いる 時 に ベル 機能 を 設定 し ます と 、 設 
定 終了 移す ぐに ベル 磯 角 が 動作 し て し まま す の で 、 
信号 を 受信 し て いな い 時 に ベル 遼 能 を 設定 し て 下さ い 。 


し CD の 照明 を ら 踊 階 で 切換 え で きま す 。 
『FUNG 京太 に [DIM] キ ー を 弾 す と し C ロ 照明 が 変化 
し ます 。 好 み の 慕 る さ を 思 ん で 下さ さい 。 


ディ マー の 手 般 
①[FUNCj キ ー を 信 す 。 
[DIM] キ ー を 年 す 。 


d-4-7. サブ バン ド 操 作 


{FUN] キ ー [VHF][UHF] キ ー 
| 


Fn マン 

し 6 ー 本 < 

5 2 選 59 
己 し は UHF 同 に な る 。 


[FTT] ス イッ チ を 担 す ご 
VHF 選 で 送信 に だ る 。 
し P/ ロ ロ WN、 デ ー ド 呼び 


送信 バン ド に その まま で 、 サ プ バ ンド 公 の 周波 数 等 を 変更 
する 機 台 で す 。 

交信 中 に 、 サ ブ バ ンド 出 の 操作 を する と き に 使用 し ます 。 
「FUNC」 点 灯 叶 に 日 AND[VHF] か [UHF] キ ー を 光 す 
と 、 サ プ バ ンド 操作 に な ら サ ブ バ ンド 操作 が 出 素 る よう に 
な り ま す 。 サ ナブ バ ンド 操作 は. メイ ン バ ン ド 抽 の バン ド 
表示 が 宮 紀 、 サブ バン ド 負 の バン ド 青 示 が 点 洲 に な り ま す 。 
サブ バン ド 操 住 中 に 。 [VHF][UHF] キ ー を 名 す と サブ 
バン ド 準 作 は 用 喉 され ます 。 

サブ バン ド 避 作 に 、 送 信 中 で も 可能 で す 。 


MHz[A]TV] キ ー 


[VF ロ ] キ ー MR] キー 


[CALL] キ ー 


1 ) 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の UP/ ロ OWN 
マイ ク の UP/ ロ OWN キー を 押す 生 に 、 テ ャ ン ネ ル 
ステ ッ プ 洗 位 で サブ 多 周 波数 の じ /OWN か 出来 
ます 。MHz[A][Y] キ ー を 押す 毎 に 、 ソ ビリ モー ド 
で は 1MHzZ の 、 メ モリ ー モ ー ド で は メモ リー チャ ン ネ 
ル の UP/DOWNI を し ます 。 
ロー タリ ー エ ン ニ ー ダ ー で の 宮 波 数 の UP/ ロ OWN 
は 出来 ませ ん 。 


に 


ュー 


VFO/ メ モリ ー/ 〇 ALL モ ー ド の 呼び 出し 

[VFO}、 [MR]、 [CALL] キ ー を 肖 す ごと 、 そ れ ぞ れ 
VFO モ ー ド 、 メモ リー モー ド 、 ALL モード に な り 
ます 。 CALL モ ー ド で [CALL] キ ー を 押さ れる と 、 
その 前 の モー ド に 戻り ます 。 

[ARM] キ ー を 押し て 、 吉 義 へ MM モー ド を 呼び 出す 
こと は 中 玩 ませ ん 。 


9-5. キャ ン セ ル 機 能 


3) サブ バン ド 操 作 中 の 注意 


サブ バン ド 便 で スキ ャ ン 中 は 、 居 小 致 の UP/DOWN 
は 出来 衣 せ ん 。 ス キャ ン 方 向 の 変更 に な り ま す 。 サブ 
バン ド 仙 で プラ イオ リティ ー 中 に 、 サ ブ バ ンド 操 

し て も 周波 数 と 動作 に 変化 に 吉 り ませ ん 。 

サブ バン トド 操作 に する と ABX は 解除 され ます 。 

サフ バン トド 操作 中 に リモ コン コマ ンド の 受付 は し ま ご 
ん 。 


| 
[CANCEL] キ ー 


名 違 っ て 、 拓 波数 を 変え て し まっ た 時 や スキ ャ ン 動 作 プラ 
イオ リティ 動作 を ざさ た 時 に 、 元 の 周波 救 に 戻す 柱 能 で す 。 


] ) 間違っ て 周 淡 数 を 変え て し まっ た 時 


ら 


3 


4 


5 


* ン 


ュ ン 


* ン 


ト つ 2 


周到 数 を 変え て 5 秒 以 内 に [CANCEL] キ ー を 守 す 

と 、 そ れ 以 前 に 5 牧 以 上 大 止 し て いた 司 波数 に 実り ま 

す 。 

送信 し て いる 層 は ら 玉 間 の 停止 ダイ マー で カウ ント し 

ませ ん な ら 、 交 人 の 途 呈 で 周波 数 を 要 え る 時 に 便 注 

る と 便 和 東 で す 。 

例 : 周 浪 誤 を さがす 一 空 チ ャ ン ネ ル テ チェック ー 
[CANOCEL] キ ー を 担 す 一 空 チ ャ ン ネ ル 胡 福 主 
に 技 え る 。 


間違っ て スキ ャ ン 動 作 を させ た 時 
スキ ャ ン 終 了 後 5 秒 以内 、 又は スキ ャ ン ご に [CANCEL] 
キー を 押す と スキ ャ ンス ター ト 周 波数 に 戻り ま す 。 


間違っ て プラ イオ リティ 動作 を させ た 場合 
プラ イオ リティ 動作 中 に [DANCEL] キ ー を 押す と 、 
プラ イオ リティ 勤 作 を さだ た モー ド に 戻り ます 。 


設定 中 の キャ ン セ ル 機 能 

設定 中 で も キャ ン セ ル 機 能 は 働い て いま す 。 

オフ セッ ト 同 汽 数 や トー ン 居 波数 、 口 TMF ス ケル チ 
の コー ド オ ー ト ダイ アラ ー の 設定 中 で も キャ ン ゼ ル 機 
能 で 元 に 戻せ ます 。 


キャ ン セ ル 機 能 で の 注意 

トー ン 周 波数 や オフ セッ ト 周 没 数 の 設定 を 行っ た 時 、 
メモ リー モー ド か ら VFO モ ー ド へ 移る よう な モー ド 
の 変更 を し た 時 は 、 設 定 終了 後 の 周 波数 や モー ド の 変 
更 艇 の 周波 数 の 記 短 に な ら ま す 。 


3-B. リモ コン 機能 


3--1. リモ コン コマ ンド 


マイ クリ モコ ン に は オプ ショ ン の DTMF 付 リ モコ ンマ イ 
ク (EMG-3) が . 外部 リ り モ コン に は オプ ショ ン の DTMF 
何 マ イク (EMS-3) と DTMF ユ ニッ ト ( 三 り -8U) が 必要 
で す 。 

リモ コン に ほ は 、 マ イク の テン キー で コン トロ ー ル する マイ 
クリ モコ ン と . 受 千 し た DTMF 信 号 で コン トロ ー ル され 
る 外部 リモ コン と が あり ます 。 


リモ コン コマ ンド は COO 1 5 ら ま で あり ます 。 そ の 
うち 、 〇 ロロ ーC ロ は 対 志 キ ー と 同じ 動作 し ます 。 
CO ロー 15 は 、 SG ロニ ー ド 設定 中 こと オー ト ダ イア ラ 
一 設定 忌 ほ コー ド の 入力 に な り . リ モコ ンコ マン ド と し て は 
動作 し まだ ん 。 ま た 、 オ フ セ ッ ト 設 定 中 は 〇 日 、 C ロ ロ 
は 動作 し ませ ん 。 


ー 


キャ ン セ ル 機 能 
VF ロ モー ド 呼 び 出し 
メニ リー モー ド 呼 び 出し 


リモ コン コマ ンド は 、 マ イク リモ コン と 外部 リモ コン で は 
共通 で す 。 

周波 数 の 入力 方 法 は 、 マイ クソ モコ ン と 外語 り モ コン と で 
違い が あり ます 。 

周波 数 入力 万 法 

マイ クリ モコ ン : 周波 数 5 桁 + り また は ら 5 


コー ルモード 呼び 出し 


ム HM モ ー ド 呼び 出し 


VHF 側 を メイ ン バ ン ヾ に する 


1 BAN ロ vVHF 
BAND UHF :. ロビ 側 を メイ ン バ ン ド に する 
バフ ー 切 損 


| 
H/M/L 


(18.3kHz ス テッ プ で は 周波 数 5 哲 の み ) 

外 邪 リモ コン :“A" 十 局 涙 数 恒 桁 二 品 ま た な は 戸 
(1g.5kHZ ス テッ プ で に は"A" 十 周波 数 ら 
桁 ) 


周 流 数 を 1MHIZ り ビ | 
周波 雪 を 1MHz DOWN 
DS ロコ ー ド 設定 


MHz へ 


DS ロコ ー ド 送 択 


DSQ モ ー ド 状 
オー ト ダ イア ラー 設定 


14! 「 オー ト ダ イア ラー 送 所 
」C15 | オー ト ダ イア ラー 送出 i 
ーー 


3-B-. マイク リモ コン 

マイ クリ モコ ン の 時 ほ 、 オ プシ ョ ン の リモ コン マイ ク の デ 
ン キ ー で 操作 し ます 。 

リモ コン コマ ンド は 、 *O"+ 数字 ら 桁 (ロロ ー 1 55) を 入れ 
る と 、 メ イン バン ド に 対し て その コマ ンド を 実行 し ます 。 


1) モー ド の 呼び 出し 


テン キー で “ ロ "O の "1 と 販 に 入れ る と 、[VF] 
キー を 押し た 時 と 避 妹 に 、V ツ F ロ に な り ま す 。 
CO どら "で は [MRH] キ ー、 CD" で 
な な [CALL] キ ー を 、“ 〇 CO で は [AHMj キ 
ー を Y し た の と 同様 に それ ぞ む の モー ド に な り ま す 。 
コー ルモード で “C"、0"、“ づ "を 入れ る と 、 コ ー ル 
モー ド に 移る 前 の モ ー ド ( ツ ビ ロー コー ル の 時 に VFO、 
メモ リー っ コー ル の 時 は メモ リー) に 戻り ます 。 


@) 


3) 


4) 


5) 


6) 


メイ ン バ ン ド の 選択 

テン キー で “D"、 “0”、 ロ " と 入れ る と メイ ン バ ン ド 
が VHF 倒 に な り ま す 。 

CC". “" を 入れ る と メイ ン バ ン ド が し HF 側 に 
な り ま す 、 

VHF(UHF) 食 が メイ ン バ ン ド の 陸 に "DO0"、 ら ~ 
CO ロロ") を 入れ て も 変化 は あり ませ ん 。 


バ パワー 切 損 

テン キー で “DD"、“ フ "と 入れ る 各 に 、 送 信 出 力 
が ハイ ー ミ ドル ーー コー の 帆 て 変化 し ます 。 

表示 も 、 消 灯 ー 「MI ロ 」ー「LDW」 の 順に 婆 わ り ま す 。 


周波 数 、 メモ リー チャ ン ネ ル の UP/ ロ ロロ WN 
VFO モ ー ド で “ 〇 "、 "0~、 “B~ を 入れ る と 、 周波 康 が 
1MHz UF し ます 。 

メモ リー モー ド で “ロロ "日 "を 入れ る と MHz 
[A] キ ー の 時 と 斉 様 に メモ リー チャ ン ネ ル か が ] チ ャ ン 
ネル U ビ レミ ます 。 

VFO モ ー ド で ~ ロ "、 "0 ロ "、“ 日 "を 入れ る と 、 週 涙 牙 が 
1MHZ ロロ WN し ます 。 

メモ リー モー ド で は 、 1 チャ ン ネ ル ロ OWN し ます 

CT ロ "、 戸 ^ に MHz[A]T、 "CT て ロ "に に 選 "に 
MHz{LV] エ ー と 同じ 勘 き を し ます の で 、 ロ ロコ ー 
ド 央 択 、 口 ロモ ー ド 避 沢 、 オ ー ト ダイ アラ ー 避 汰 で 
も 凍 えま す 。 

オー ト ダ イア ラー 設定 中 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 設定 中 は 
使え ませ ん 。 


DSQ の 設定 
SPINAOJPRSIRSTTRNDSTTS2E、 
で 、DSG コード の 数 定 、 選 択 、 つ B ロ モー ド の 選択 
が で きま す 。 


っ 8- 7 ロ SH(DTMF ス ケル チ ) 


オー ト ダ イア ラー 

PS SYSNGR AS 
で オー ト ダ イア ラー の 設定 、 居 択 、 送 出 が で きま す 。 
ー3-B. オー ト ダ イア ラー 


B) 


ーー 


7) 周波 数 の 入力 (ダイ レク トイ ン ) 


VF ロ モー ド と メモ リー モー ド で は 、 受 信 周 波数 の ダ 
イレ クト イン が で きま す 。 
直接 テン キー か ら 周 波数 を BB 桁 ( チ ヤン ネル ステ ッ プ 
が か 12.5KHZ の 時 は 5 桁 ) 入 れ て 下さ い 。 
6 桁 呈 は か 局 に し て 下さ い 。 
]45RMHZ ち ょ うど の 時 な ど 未 許 が D に な る 時 も を 入 
れ て で で さい 。 
メイ ン バ ン ド の 誠 披 数 が 変わ り ま す 。 

別 :145MHz 一 1, の 5. 0. 選 


全 旨 当 計 記 記 | 
内 
5 ! 
同 55 


I8.5K ス テッ プ の 時 は 未 尾 (10KHz 馬 ) が 、4、 に な 

ら な い 様 に し て 下さ ざい 。 

バン ド 内 で あっ た な ら ば 入力 し た 周波 数 に 表示 が 変 錠 

し ます 。 

入力 途中 で は デシ マル ボイン ト が 県 刀 し て いま せん 。 

ズ フ マッ ト 周 波数 の 入力 時 に も 便 え ます 。 

オフ セッ ト 周 波数 入力 の 時 に 3 礼 入力 し て 下さ い 。 
例 :0.BMHzー0.、Q. 6 

オフ セッ ト 周 波数 入力 和 途 中 で に 他 の キー を 受け つけ まま 

せん の で 、 柏 入力 し て 設定 を 栗 了 し て 下さ い 。 


リモ コン コマ ンド の 解除 
入力 途中 で コマ ンド を 下り 消し た い 時 は 、 本 体側 の キ 
ーー を 伺か 入れ て 下さ い 。 


3- 日 -8. 外部 リモ コン 


外 癌 リモ コン の 時 は 、DTMF 付 の トラ ン シ ー バ ー で 二 機 
の コン トビ ピー ル が で きま す 。 

條 引 リ り モ コン の 場合 は 、 コ マン ド を 受信 し た 方 の パンド を 
メイ ン バ ン ド に し て か ら コ マン ド の 宏 行 を 行い ます 。 


例 : UHF 側が メイ ン バ ン ド の 時 に 、VHF 出 で 
“ご 〇 ロ ~ を 受信 
① メ イン バン ド : ロロ ビー ソロ HF に 移る 。 
コマ ンド ~“CQ ど "実生 : VHF メ モリ ー モ ー 
ド へ 。 


1 ) 外部 リモ コン の ON/OFF 
[FUNC] キ ー 


MHz[A]LV] キ ー 


433.3( で DSQ 
コー ド が 一 牙 


SE 
^ ロ "を 受信 
サブ 便 周 芝 引 が 
「45.00MHz に 
な る 


ら ) 


3) 


外部 リモ コン は 、 ロロ が 設定 され て いる 時 し か ON/ 
ロ FF 出 来 ませ ん 。 ロロ が 設定 され て いな い 時 は 、 

外部 リモ コン は ロ FF に な っ て いま す 。 8- ア . ロロ 
外語 り モコ ン を ONN す る に は 、 ロ S 品 が 設定 され て い 
る バン ド で (FUN] キ ー を 旭 し て 「FUNC」 を 京 殺 
させ は て か ら 、MHz[A] キ ー を 挟 し て 下さ い 。 

DS 表示 か が 記 滅 し て 知ら せま す 。 


外部 リモ ニン を ON に する 二 苦 

① ロ ロロ を 設定 する 。 (3-7. DSQ) 
その まま の バン ド で [FUN ロ ] キ ー を 押す 。 
③MHz[A] キ ー を 拓 す 。 


外部 リモ コン を り リ F ビ する に に 、「FUN」 点 燈 手 に 、 
MHzLV] キ ー を 挟 し て 下さ い 。 

DS 口 表示 の 京 滅 が 計 好 に な り ま す 。 

DSQ の 設定 を 沈 除 し て も 、 外 部 リモ コン と 0 ロ FF に 
な り ま す 。 外部 リモ コン の ON/CFF ほ 、VHFZUHF 
の 両方 の バン ド に 対し て 涯 等 に 動作 し ます の で 、 片 
の バン ド だ け リ モニ ン の ONJ/OFF は 出来 ます ん 。 


リモ コン コマ ンド “CO0O"ー15" 

外部 リモ コン で 受け 取っ た “DO"…“ ビ 15" の コマ 
ンド ほ は 、3-B-. マイ クリ モニ ン の と き と 同 じ 動 作 を 
し ます 。 


周波 数 の 入力 (ダイ レク トイ ン ) 
外部 リモ コン で 周波 序 友 入力 する と き は 、 ロ DTMF 付 
の トラ ン シ ー バ ー か ら “A "と 周 流 数 選 析 また は 洋 波 数 
選 鶴 を 基 信 し て くだ さい 。 受信 し た 大 波数 が サブ 倒 の 
バン ド 内 に 入っ て いる と 、 サ ブ 角 の 司 波数 が 受信 し た 
局 波数 に な り ま す 。 
例 : UHF 剣 で ~A 145 ロ OO" を 受 合 する 。 
① メ イン バン ド : VHF ル JHF 一 UHF に 
な る 。 
台 コマ ンド 実行 : VH と 滞 激 数 45MHZ へ 。 


3-7. DSQ(DTMF ス ケル チ ) 


DS ロロ と は ロロ TMF ス ケル 子 の 東 称 で 、 ペ ベー ジャ ー 機 能 と 
コー ドス ケル チ 機 能 が あり ます 。 

DGG を する に は 、 オ プシ ミョン の DTMF ユ ニッ ト ( ビ J - 
BU) と ロ TMF 信 り リモ コン マイ ク ( ビ MG-3) が 必要 で す 。 


き - ア -1. ロロ の 説明 

ロロ SGQ は ペー ジャ ー と コー ドス ケル テ チ に 分 か れ ま す 。 
ベー ジャ ー は 、 デ ー タ ー の 型式 で ダグ ループ 呼び 出し ・ ブラ 
イベ ー ト 呼び 出し ・ グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し に 分 
が れ ま す 。 


遂 党 、 


DSG で 便 庄 され る コー ド は 桁 で で き て いま す . 


ニー ド と し て は 、 マ イク の テン キー に ある も の (ロー ロロ 、 
ムー ロ 、※、 ま ) が 使 不 で きま す 。 
LOD に に 以下 の 僧 人 表示 に な り ま す 。 


ローg、 
Eー5、 フー 生 、 日 ー 昌 、 


1 っ 、 と どー ロ 、 コー ゴ スー リサ 、 5 っ 


ヨー 、A 一 可 、 日. 


ロー 、 ロー ゴ 、※ー、 テ ミー 


1) コー ド の 分 類 


ど 


3 


* ン 


* ン 


DS8QE、 グ ルー プ コ ー ド 、 自 居 コ 
ド の は つの コー ド を も っ て いま す 。 
その つの コー ド の 組み 会 させ で ベー ジャ ー に で き で て い 
ます , 

コー ドス ケル テ で は グル ー プ コー ド の み を 裕 用 し ます 。 
各 コ ー ド と も 紀 析 で す 。 

プル ー プ ニュ ニード に 、 分 の 所 岩 し て いる グル ー プ の コ 
ー ド で す 。 

自 局 コー ド は 、 呈 分 自 受 の コー ド で す 。 

相手 守 コ ー ド は 、 変 営 し て いる 相 三 又は 交 結 し た い 相 
手 の 目 高 コー ド で す 。 


ド 、 相 手 局 コ 


コー ドス ケル チ 

コー ドス ヌケ ル チ で は 、 受 信 し た 3 械 の コー ド が 自分 の 
グル ー プ ニー ド と 一 致し た 時 に スケ ル チ を 開き ます 。 
送信 する 詩 も 同じ コー ド を 潜り ます 。 

本 機 ほ グループ コー ド を つ も っ て いま す が 、 受信 し 
た コー ド の 一 致 は づつ に 対し て 北 較 し て 行い ます 。 
どれ か 一致 し た 場合 は その コー ド を 自動 的 に 選択 し ぶ 
9。 


グル ー プ 呼び 出し 

グル ー プ 呼び 出し の デー ター 型式 は 、 グ ルー プ コ ー ド 
コ 礎 “※” 自 局 コ ー ド 桁 の 7 拓 で で き て いま す 。 
グル ー プ 至 び 出し を し た 場合 は 、 同 じ グ ルー ブ コ ー ド 
を も つ 局 局 士 で の 交信 が で きま す 。 

本 本 は 、 グ ルー プ コ ー ド を ら 3 つも っ て いま すか が 、 受 信 
し た コー ド と 3 つの コー ド こ で 一 致し て いる が 比較 し 
て いま す 。 

どれ か カー 致し た 場合 は その コー ド を 選択 し ます 。 


9) 


5) 


B) 


プラ イベ ー ト 呼び 出し (個別 呼び 出し ) 

プラ イベ ー ト 呼び 出し の デー ター 型 弐 は 、 棋 手 局 コー 
ド 3 頂 ~※ "言語 コー ド 3 析 の 7 桁 で で き て いま す 。 
プラ イベ ー ト 呼 び 出 し を し た 場合 は 、 送 られ て きた 半 
手 局 コード と 同じ 自 局 コ ー ド を も つ 局 の スケ ル チ が 半 
寺 、 交 信 で きる 様 に な り ま す 。 

本 機 で は 、 送 られ て きた 下 主 居 ニ ー ド と 自 局 の も つ 時 
語 コ ー ド か ーー 致 し た 時 に スケ ル チ を 有 慌 き ます 。 

又 、 送 っ られ て きた 自 局 コ ー ド を 、 目 局 の 赴 手 高 コー ド 
と し て 書 寺 き 殆 えま す 。 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 

グル ー プ 丸 プ ライ ベー ト 呼 び 占 し の デー ター 型式 は 
グル ー プ コー ド 3 和 枢 、 相手 局 コ ー ド の 上 生 1 柏 、“※“ 
臣 局 コー ド の 上 位 1 突 の B 術 で で ぐ き て いま す 。 

グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 疾 び 出 し を し た 更 合 は 、 同 じ 
グル ー プ ニー ド を も つつ 局 の うち 、 送 られ て きた 相手 旋 
コー ド の - 位 1 橋 と 司 じ 上 位 1 桁 を 自 局 コ ー ド に も つ 
局 の スケ ル チ が 開き 、 交 信 で きる 居 に な り ま す 。 
本 機 で に は 、 グ ルー プ コ ー ド は 自動 選択 を 行い 、 送 られ 
て きた 過 司 コー ド を 元 に 、 送 られ て きた 詩 局 コー ド ] 
柏 "※"~※ "の 紀 桁 を 作り 相手 局 コ ー ド を 書き 替え ま 


ロロ G ロ モー ド の 自動 選択 
ペー ジャ ー の ご の 呼び 出し に な っ て いて も 、 送 られ て 
寺 きた デー ター 型式 で どの び 出し か 判定 し 、 そ の 史 び 


出 モ ー ド を 選択 し ます 。 


-7- ロ . ロ B ロ コー ド の 設定 方 法 


1! いい ン 
LU “1 ロ " を 入 
ZTT 1 い 
] コー ド NO. を 入れ る 
も < コー ド NO 
! プッ 1 7 移 2. れ る 
| | 祐 世 を 入れ る 
トド コン ] 皇 妥 に “ ら " 
『 に お に そ 入 れる 
] 6 太 を 入れ る 
1 
届 3 析 下 に ^d^ 
! チ た 1 棄 入 る 


] メイ ンダ ン ヤ ル を に で す 


] メイ ンダ イヤ ル を 左 ご 本 


] 1 桁 目 を 入れ 下す 


1 向 下 に “2^ 
を 入れ 便 


] メイ ンダ イヤ ル を 右 に 回 す 


] ウリ ッ ク 吾 に 
回 す 


] ヨ 拓 目 を 入れ る 
3 折 晶 に"" を 


入れ る と V と ロ 
モー ド に 戻る 


グル ー プ コー ド | に 「23g」 が 入る 


DS ロコ ー ド は グル ー プ コー ドコ 8 個 、 自 富 コ ー ド 1 個 、 相 
許 局 コ ー ド 1 個 の 計 5 個 が あり ます 。 
この うち 拒 手 局 コ ー ド は 、 ロ 8 品 を 沈 っ た 交信 こよ っ て 内 
容 が 変わ っ て し まう こと が あり ます 。 


1) コー ド 設 定 モ ー ド の 呼び 出し 


回 


3 


ュー 


トン 


V ビ モー ド に し て か ら 、 リモ コン マイ ク か ら ~ 避 10 
を 入れ て 下さ い 。 
メイ ン バ ン ド の 周 汽 数 表示 が 高 源 し ます 。 
入 方 し た い コ ー ド の NO. を 入れ て 下さ い 。 

扇 刀 コード:0 

グル ー プ コー ド : 1 

相手 高 コ ヨード : コ 
入力 し た コー ド の コー ド NO. と コー ド の 最上 等 ] 桁 が 
杜 示 され ます 。 
柏 手 大 コー ド に VHF ル UHF で それ ぞ れ 独立 に 持っ て 
いま す の で 、 必 要 に 応じ て それ ぞ れ 商 定 し て 下さ い 。 


コー ド の 入力 

入力 し た い コ ー ド を 員 に 入れ て いっ て 下さ し >。 

送信 する 時 は 最上 和合 桁 か ら 是 に 送ら れ ま す 。 

点滅 し て いる 所 が 入力 する と ころ に な り ま す 。 入力 途 
中 で 間違い を 直す と きき は メイ ンダ イヤ ル を 左 に 回 し て 
くだ さい 。 ] クレ ピック 写 に ] つ 前 に 戻り ます 。 

吉江 し て いる 盾 を 有 更 し た く な い 等 は メイ ンダ イヤ レル 
を 吉 に 回 し て 下さ い 。 1] クリ ッ ク 毎 に 1 つ 先 に 逢 み ます 。 
桁 呈 まで 入力 が 終了 する こと ソロ モー ド に 戻り ます 。 
入力 途中 で 竣 了 し た い 時 は 、 何 か 本 体 め キー を 押し て 
下さ い 。 ツ ヒ リモ ー ド に 戻り の ます 。 


コー ド 入 力 時 の 注意 

ペー ジャ ー 時 は 、※ を コー ド と コー ド の 区 切り と し て 

室 用 し て いま す の で 、 自 司 コー ド の 最上 位 に ※ を 指定 

する と グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 糸 び 出し が で き な く な 

っ て し まい ます 。 

例 : グル ー プ コー ド : 1 ら 、 自 局 コー ド : ※ ロ O、 
担 手 局 の 自 局 コー ド : ヨ 4 ら で 、 グ ルー プ 内 プ 
ライ ベー ト 呼 び 出 し が ある 。 


1 どら 38※※ 人 
居 ) 理 手 局 ト 琴 び ロ し は で きる 。 

1 ら コ ※※ 人 
息 局 =ーーーーーーーー 相 幸 局 ) 力 途中 と 区 別 で き な い 。 


# は ワイ ルド カー ド と し て の 人 重用 に な り ま す 。 

ワイ ルド カー ド と は 、 そ の 位置 に つい て は コー ド の 判 
定 を 無休 件 で 一 致し て いる と する 機能 で す 。 

ワイ ルド カー ド 記 使う こと に よっ て 複数 の 香 局 コー ド 
や 、4 つ 以上 の グル ー プ ニー ド を も っ た の と 同じ 動作 
を させ る こと が で きま す 。 

他社 の 無線 機 こ と DSQ で 交 信 す る 時 は 、 DS コー ド 
に 、Aー ロ 、 #、※ を 凍 用 し な いで 下さ い 。 


発 : コー ドス ケル テ チ で グル ー プ コー ド に 1 選 = を を 滞 
定 し た 区 。 
1 ど 品 


1 どら A 交 寺 で きる 。 


下 近 属 ! ーーーーーーー* 1 ど # 正司 


1 ど # 
ワイ ルド カー ド は 、 相 皇居 か ら の 足 び 出し 時 に 内 容 が 
一 時 変更 し ます 。 


設定 直後 は この まま で すか ら 、 そ の まま 送信 する と 
1 つど ォ と な り 、1 ど = を グル ー プ コー ド に 持つ 局 し か 
スケ ル チ は 調 き ませ ん 。 

グル ー プ コー ド を 1 = に 変更 し た 直後 も 同じ で す 。 
揚 手 局 コ ー ド と し て の ワイ ルド カー ド は 設定 で きま す 
が 、DS モ ー ド に よっ て は 書 寺 示 わ ひま す の で . そ 
の 機 昆 は 働き ませ ん 。 


3-7-3. DS モード の 選択 


ニー ドス ケル チ 


DS モー ド は 、 コ ー ド スケ ル チ ・ グ ルー プ 呼 び 出し ・ プ 
ライ ベー ト 呼 び 出し ・ グ ルー プ 内 プラ イベ ー ト 呼 び 出 し の 
4 つが あり ます 。 

ベー ジャ ー の 3 つ は 。 肖 び 出し を 受け た 時 に 自動 選択 を さ 
れ ま す 。 


] ) 選択 モー ド の 呼び 出し 
VFO 又 に メモ リー モー ド で 、 リ モコ ンマ イク の テン 
キー か な ら “1 "が 入力 され る と 、 口 8 口 表 示 の 
「 ロ SQ」 の 京 筐 に なり ます 。 


ら 


トン 


選択 の 方 法 
選択 モー ド で 、MHZ[A] 又 は 、[V] キ ー を 洗 s き と DS 
表示 が 変化 し ます 。 
希望 の モー ド を 選ん で 下さ い 。 (リモ コン コマ ンド の 
*CQ 日 "、 "C0 ヨ "で も 可 。) 
DSQ : コー ドス ケル チ 
如 品 SQ : プラ イベ ー ト 下 び ロレ し 
回 DSQ : グル ー プ 呼び 出し 
万 回 DSQ : グル ー ブ 内 プラ イベ ー ト び 出し 
消灯 : DBQ ロ 設定 な し 
DS ロモ ー ド の 選択 が 経 わ っ た ら 、 [FUNIO] キ ー 叉 
は 、PTT ス イッ チ を 押し て 下さ い 。 
ロロ COQ モー ド を 設定 し て 元 の モー ド に 戻り ます 。 リ モ 
コン で “C ロ アプ ~ を 入れ る と 元 の モー ド に 戻り ます 。 


ヨ ) GS ロ モー ド 選 択 時 の 注意 
ロロ 8 ロモ ー ド に よっ て 使用 可能 な コー ド が ちがっ て い 
ます 。 
コー ドス ケル テ ・ ヴ ルー プ 呼 び 出 し で は グル ー プ コー 
ド が 、 プ ライ ベー ト 呼 び 出し で は 相手 局 コ ー ド が 合用 
され ます 。 
D ら モー ド か 変更 され た 時 に 、 便 周 可 能 な コー ド に 
な る 様 に コー ド の 変更 が され る こと が あり ます 。 
AHM モ ー ド 、 コ ー ル モー ド で の 5 ロロ モー ド の 選択 
は で きま せん 。 


ー383ー 


9-7-4. DB ロコ ー ド の 選択 


1 


] MHzra: 


D8Q モ ー ド に よっ そ て ロロ コー ド の 湊 抜 は 剣 限 さ れ ま す 。 
プラ イベ ー ト 呼び 出し の 時 は 、 相 近 局 コー ド は } つ し か あ 
らし ませ ん か ら 自 動 的 に 相手 局 コ ー ド を 選択 し ます 。 

それ 以外 の 時 に 、 グ ルー プ コ ー ド か 必要 な の で 3 つの グル 
ー プ コー ド か ら 遵 択 す る 必要 が あり ます 。 


1 ) 選択 モー ド の 呼び 出し 
VFO 又は メモ リー テー ド で 。 リ モニ ンマ イク タ の テン 
キー か ら “ ] ] "が 入力 され る と 、 沿 汽 教 表示 の 所 に 
その 陸 選 択 さ れ て いる コー ド N 品 と. その 内 容 が 表示 
され ます 。 


ど ) 選択 の 方 法 
凌 択 モー ド で 、 MHz[A]、[V] キ ー を 符 ゞ と コー ド が 
変化 し ます 。 
希望 の コー ド を 党 ん で 下さ い - (リモ コン コマ ンド の 
"GO"、 "CD^ も 可 。 


3) 口 G ロ コー ド 選 択 時 の 注意 
SD が 設定 され て いる と 過 択 で きる ニー ド が 宙 限 さ 
れ ま す 。 
グル ー プ コー ド が 必要 な い 時 は 、 詩 動 選択 され ます 。 
グル ー プ コー ド が 必要 な 詩 に 選択 する 様 に し て 下さ い 。 
コー ド は VHIF/U ビ F で それ ぞ れ 独立 で 居 択 で きき ます 。 


3-7-5. コー ドス ケル チ の 動作 


ニー ドス ケル チ は 、93 甘 の コー ド の や りこ り で 交信 時 の ス 
ケル チ を 融 くも の で 、 グ ルー プ コ ー ド を 使用 し ます 。 
ニー ドス ケル チ で は 、 受 信 し た コー ド と 自 局 の グル ー プ コ 
ー ド と が 一 致し で いる か な 判定 し 、 一 致し た 場合 は その コー 
ド を 選択 し 、 以 後 交信 を いま す 。 


例 : 
1 ら 紀 NO、 コ ー ド 
相手 計 


相手 言 ーーーーーーー- 全局 *ーーーーーーーー 

188 ブルー プ コ ー ド ら 
言 局 か ら 呼び 出す 時 は 、 コ ー ド の 選択 を 行っ て お いて 下さ 
い 。 ベ ル 擬 冊 と 併 月 し ます と 、 呼 び 出さ れ た 杯 に 博 ど 表示 
で 知ら せ て くれ ます 。 


3 


-7-B. ペー ジャ ー の 動作 


3-7-7. D8 ロ の 運用 方 法 


人 @ コ 


KW 


@ 


人 @ 


ー ド スケ ル チ 


自 避 1E モ 3 -ーーーーー テ 


グル ー プ ご 呼び 出し 


川 


局 相手 局 
1d2 ろ 5 日 一 一 一 ーー 
れず コ 1 d 高 以上 の 温 数 局 間 で 交信 を 


し た いと き に 重 用 する 。 
A、 日 、 〇 d 局 間 で の 交信 が 
B 高 。、_ 、 〇 局 出来 る 。 
プラ イベ ー ト 呼び 出 


ーーーーーーー イコ ら B※ ア ロロ 
自選 相手 局 
Z88※45 日 - 一 一 一 一 ーー 


座 定 の ど 居 工 で 交信 を し た い 
A 生 と き に 使 馬 する 。 
/ X BB、 ロ の 自 局 コー ド が 庁 じ 時 
に 、A、 日 際 と AA、 隊 の 交信 
日 局 一 巡 ビ 局 は で きる が 、 日 、 〇 間 の 交信 
は 出来 な い 。 
グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 峡 し 
ューーーーーー 1 34※ プ 
自選 相手 局 


1 ど コ 7※4 ーーーーーーー* 


XX X% 


日 滞 ロ 局 回 司 F 局 
複数 の グル ー プ で 使用 し て いる 過 波 数 で 、 特 走 の 局 と 
交 偽 を し た いと き に 使用 する 。 

日 局 と 局 の 自 司 コ ー ド が 同じ 時 に 、 口 局 の み の 呼 び 
出し が で きる 。 


区 : 


料 


ジャ 
ざこ され た 


ー の つ の 中 び 出 し の どれ か に 設定 し て お くど と 
コー ド 型 式 で DB ロモ ー ド を 選択 し ます 。 


プラ イベ ー ト 呼び 出し か 設定 され で いる 時 

1 83※ フ 9 NO. コー ド 

宜 手 司 一 ーーーーーー* 過 以 : ヨ 1 どら 

1 : ら ヨ 4 

ら : 183 
3:45e |-s 

尽 当局 ーー 

1 ら コ ※ 紀 1 どら 〇 8 ロ 自動 状 
グル ー プ コー ド ど 


白 局 か ら 呼 び 己 す 時 は 、 コ ー ド と モー ド の 選択 を 行っ て お 


いて 下さ い 。 ベ ル 歓 能 と 倍 過 し ます と 、 呼 び 出さ れ た 時 に 
十 と 表示 で 知ら せ て くれ ます 。 


SQ を 使っ て 運用 する 万 法 を 龍 単に 説 才 し ます 。 


最 婦 に 、 HG の 説 盟 と 設定 方 


法 を 選 単 に 説 才 し て いま す 。 


詳し く 知り た い 方 は 、 参 照 骨 昌 を あげ て いま す の で ご 覧 く 
だ さい 。 
最後 に 、 実 際 の 交信 の し か た や 注意 を 説明 し て いま す 。 


1) DS ロモ ー ド の 使い 分 け 


ロ 8Q モ ー ド は 4 つ に 分 か れ て いま す 。 還 随 に 応じ て 

重い 分 け て くだ さい > 

① コー ドス ケル チ 
グル ー プ コー ド の み を 使 呈 し て 交信 し ます 。 一 つの 
グル ー プ 内 で 交信 し た いと 寺 に 使用 し ます 。 グ ルー 
プ 呼 び 選 し と 同じ よう な 使い 記 に な り ま す が 、 グ ル 
ー プ コー ド し か 使っ て いま せん の で 、 誰か ら 送 られ 
て きた か 分 か ら ま ご ん 。 

クル ー プ 呼び 出し 
グル ー プ コー ド と 自 泡 コ ー ド を 合用 し て 交信 し ま 
す 。 一 つの グル ー プ 内 て で 交 全 し た いと き に 使用 し ぶ 
す 。 コ ー ド スケ ル デ テ と 同じ 使い 方 に な り ま す が 、 グ 
ルー プ コ ー ド の 他 に 自 居 コー ド も 送っ て いま す の 
で 、 座 か ら 送 られ て きた か 分 かり ます 。 

プラ イベ ー ト 呼び 占 し 
自記 コ ー ド と 相手 滞 コ ー ド を 使用 し て 交信 し ます 。 
特定 の 遍 と 1 対 1 で 交信 する と き に い ます 。 コ つ 
以上 の 記 で は 王 営 に 交 言 で きま せん 。 

の ④ グ ルー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 
ダグ ループ コー ド と 自 局 コー ド 、 下手 高 コー ド の ヨ つ 
を 便 用 し て 交信 し ます 。 1 つの 周波 散 を 複数 の グル 
ー プ で 凍 選 し て いる と き に 、 特定 の 相 近 局 と 交信 し 
よう と する と き に 室 い ます 。 

詳し く は 、-7-1. ロロ SQ の 説 叶 を ご 覧 くだ さい 。 


) 


3) 


コー ド の 設定 

コー ド Nn の 〇 に 筆 局 ニー ド を 、 コ ー ド NN の 1 一 に グ 

ルー プ コ ー ド を 設定 し ます 。 プ ライ ベー ト ほ び 出 し を 

使 万 する と き は 下手 革 コ ー ド も 設定 し て くだ さい 。 

呈 計 コ ー ド に “1 ら 紀 ~ を 入れ る と き は 、 次 の 手順 で 

入れ て くだ さい 。 

① リモ コン マイ ク か ら “1 ロ " を 入力 し て 、 コ ー ド 
設定 モー ド を 呼び 出し ます 。 

思 居 汽 数 表示 が 就 し た ら 自 局 ニ ー ド の ニー ド Na の 
* ロ ~ を 入力 し て 宇 司 コー ド の 悦 定 モー ド に し ます 。 

テン キー で 自 司 コ ー ド “1 己 コ " を 入力 する 。 入力 
が 終る と 居 波 数 表示 に 戻り ます 。 

周 庶 数 表示 が 点 洪 し て いる と さき に 、]1 一 紀 を 入力 する 

こと で 、 グ ルー プ コ ー ド の 融 定 モー ド を 区 び 出 すこ と 

が 出 茶 ます 。 

倍 剤 呼び 出し を し た いと き は コード Nn 1 の 相手 局 コ 

ー ド モ 設 定 し て お いて くだ さい 。 

婁 し くに 、 3- 7-8. ロロ GS 品 コード の 設定 方 法 を ご 覧 く 


害さ 


DS モー ド の 設定 
DSQ 表 示 と ロ B ロ モ ー ド の 誤 係 は 、 次 の よう に な っ 
て いま す 。 

DBQ : コー ドス ケル チ 
DSQ : グル ー プ 呼び 中 し 
PDSQ : プライ ベー ト 呼 び 出 し 

PGDSQ : グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 


コー ド の 設定 か すん だ ら 、 ロロ モー ド の 思 択 そし ま 
す 。 ロ S ら モー ド の 設定 は 次 の 手 源 で 行なっ て くだ ご 
い 。 

① り モニ ンマ イク か ら “1 どら" を 入力 し て 、DSQ 
モー ド の 選択 モー ド に を り ま す 。 選択 モー ド に な る 
と “ロロ” の 表示 が 点滅 し て いま す 。 

品 DSO 租 示 が 点滅 し て いる 状態 で 、 MHz[A][V] 
の キー を 導 す と “DSGQ"、 “PDSQ" G ロ 8 ロ "、 
^PGD8Q"、 消 灯 の 内 で 表示 し ます 。 

③ 使用 し た い DSO モ ー ド の 表示 に な っ た ら [FUND] 
キー を 押し て くだ さい 。 D ロ 8 口 表 示 の 寺 減 が 止ま り 
ます 。 

矢 し く は 、 3- ア -8. SB ロ モー ド の 選択 を ご 覧 くだ さ 

Lu 


4) 


5) 


DB コード の 選択 

グル ー プ コー ド ほ 3 つ あ り ま す の で 、 グ ルー プ コ ー ド 

を 全 用 する と き は 、 ど の グル ー プ コー ド を 年 うか 決め 

て お く 必 要 が あり ます 。 口 G ロ モー ド の コー ドス ケル 

チ 、 グ ルー プ 呼 び 出 し 、 グ ルー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 

出し を 選ん だ 忠 後 は 、 グ ルー プ コ ー ド の Nu 1 が 選ば れ 

て いま す 。 

グル ー プ コー ド の 選択 は 次 の 近 皿 で 出来 ます . 

⑪ リモ コン マイ ク な ら “1 1" を 入力 し て 、 ロ 8 ロ 
コー ド 選 択 モ ー ド こし て くだ さい 。 そ の 写 居 沢 さ れ 
て いる 口 G 品 コー ド が 表示 され ます 。 

MHz[A]、[V] エ テー で ニー ド Nn だ 変わ り ま す の で 
希望 の Nn を 選ん で くだ さい 。 

@ 需 望 の コー ド NW を 選ん だ ら [FUN] キ ー を 符 し て 
くだ さい 。 遍 激 牙 表示 に 戻り ぶす 。 

詳し く な は 、 d-7- 4. 口 ロコ ー ド の 選択 を ご 覧 くだ さ 

( 際 要 


交信 方 法 と 交信 時 の 注意 

1) 一 4) で 、 到 的 の 口 G モ ー ド 、 ビ コー ド の 設 

定 を し て お いて くだ さい 。 

DSQ で は 、 巨 避 と 析 手 吾 が 同じ DB ロ モー ド 、D8 品 

コー に こ な っ て いな いと 、 信号 を 受信 し て も 交信 で き 

ませ ん の で 、 交 信 剖 に 必ず 合わ むせ て お いて くだ さい 。 

注意 ) ロ 日 -599 外 の 無 婦 区 と 交信 する と き は 、 
DS ロコ ー ド に Aー ロ 、 =、※ が 使え る 事 を 確 
認 し て お いて くだ さい 。 使え な い 無 是 指 と 交信 
する 場合 は DS ロコ ー ド に Aー ロ . =、※ を 使 
用 し な いで くだ さい 。 


SQ モ ー ド 、 ロ SQ コー ド が 同じ に な っ て いる の を 北 誤 
し た ら 交 信 し て くだ さい 。 
PTT を し て 送信 する と 、 送 信 の 最初 に 巨 動 的 に DSQ 


コー 


は 、 


ド が 送信 され ます 。 ロ 8 品 コー ド を 送信 し て いる こき 
DTMF 音 が スピ ー カ ー で モニ ター で 守 ま す 。 


DTMF 言 が 綴っ た ら 奏 碗 が 受信 で きる よう に な っ て い 
ます の で 、 話 し 始め て くだ さい 。 話 し が 総 つた ら ご T 丁 を 
避 し て くだ さい 、 待 ち 室 け に な り ま す 。 

相 議 の 信号 を 受 絡 し て か らし ば らく する と 、 ス ケル チ が 衣 
いて 栃 字 の 話 が 孔 こ そえ て きま す 。 析 手 の 庄 が 終る と スケ ル 
チ が 明 じ ます 。 


注意 


) 口 G 口 時 は 、 政 手 局 の 信号 が 無く な る と スケ ル テ を 
了 じ る よう に し て いま す の で 、 ス ケル テ ボ リウ ム を 
六 束 し て 信号 が な いと き に は スケ ル チ が 部 か な いよ 
うに し て お いて くだ さい 。 


DS ロコ ー ド が 一 致す る と ビー プ 音 で 、 信 写 が 入っ た こと 
が 分 か る よう に し て あり ます 。 ビ ピー プ 訟 が 気 に な る 方 は 、 


ビー 


プロ F ビ に する か 、 相 手 こ つ な が っ た ら ロ 5S 品 を 野 除 


し て か ら 交 信 し て くだ さい 。 


9- ロ . オー ト ダ イア ラー 


- 日 -1. オー ト ダ イア ラー の 設定 方 法 


~ 〇 13" を 入る 


ョ ッ 
月 
*1 "を 入れ る 
/ 
た と j 
メイ ンダ イヤ ル を 
] を に 回 し て 
ーー - ..._. 、 ] 柏 呈 を 入れ 夏 す 
・ レ 
< て 「『 
1 
] -6" を れる 
の 
| *3" を 入れ る 
ど 土 。 」 
に 


メモ リー し て お いた ロ TMF コー ド を 、 自 動 送出 する 磯 能 
で す 。 

DTMF コン トビ ヒール 装置 や 、 本 機 を 外 品 リモ コン で コン 
トロ ー ル する 時 な ど に 御 使 肛 下さ い 。 

オー ト ダ イア ラー と し て は 、 有 思 玉 18 桁 、 4 チャンネル 生 っ 
て いま す 。 

それ 以外 に 受信 し た DTMF ニー ド を 記憶 する HTMF モ 
ニタ ー と し て 、V ツ VHF/UHF に 各 1] チャ ン ネ ル 持 っ て いま 
E ま 】 


オー ト ダ イア ラー と し て 18 宅 、4 コ チャンネル 持 っ て いま す 。 
それ 以外 に DTMF モ ニタ ー と し て VHF/UHF 各 1 チャ セ 
ン ネ ル づ つ 持 っ て いま す が 、DTMF モ ニタ ー は オー ト ダ 
イア ラー と し て の 使用 が で きま せん 。 


1 ) 設定 モー ド の 呼び 出し 

ツ F ビ ロモ ー ド で 、 リ モコ ンマ イク か ら "13" を 入れ 
て 下さ い 。 
その 時 選択 され て いる チャ ン ネ ル の コー ド と 、 チ ャ ン 
ネル NO. が 表示 され ます 。 
チャ ン ネ ル NO. は 、 メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 に 出 ます 。 
MHz の [A]、[V] キ ー で 和沙 望 の チャ ン ネ ル NO. を 選 
ん で 下さ い 。 (リモ コン コマ ンド の “COB"、“C0D" 
は つか えま せん 。) 

オー ト ダ イア ラー : 1 一 4 

TIMEF 万 ご ター:: 号 


g) コー ド の 入力 
入力 し た い コ ー ド を 順に 入れ て いっ て 下さ い :。 
送信 する 時 は 最上 位 析 よ り 送 出さ れ ま す 。 
画 ね 青 寺 に な り 、 一 番 右 に 表示 され て いる 所 が 書き 普 
わり ます 。 
新規 の 書き 込み の 所 に は 「_」 の 表示 に な り ま す 。 
入力 途中 で 訂正 し た い 時 は 、 メ イン ダイ ヤル を 左 に 反 
し て 下さ い 。 ] クウ リック 毎 に ] つ 前 に 戻り ます 。 
変更 し た く な い 時 は 、 メ イン ダイ ヤル を 右 に 回 し て 下 
さい 。 1 クリッ ク 毎 に 1 つ 先 に 進み ます 。 
「FUNO」 を 点灯 させ て [ 弓 ロ AN] キ ー を 理 す と 内 容 
が すべ て 消去 され ます 。 
入力 を 終了 し た い 時 ほ 、 PTT ス イッ テ 又 は 、 [FUNC] 
キー を 池 し て 下さ い 。 ソ ツ F ロ モー ド に 戻り ます 。 


3- 日 -5B. オー ト ダ イア ラー の 選択 


55 
間 : 
lg755 ぁ 
8 
399 ・ 


オー ト ダ イア ラー は 4 チャ ン ネ ル あ り ま す の で . 送出 する 
前 に 送り た い テ ャ ン ネ ル 克 選 ん で お いて 下さ い 。 


1) 選択 モー ド の 呼び 出し 
リモ コン マイ ク か ら “ 〇 1 4" を 入れ て 下さ い 。 
その 時 選択 され て いる チャ ン ネ ル と コー に が 表示 され 
ます 。 


ど ) 選択 の 方 法 
選択 モー ド で MHz[A1.[V] エ ー ビ で 恭 望 チャ ン ネ ル 
を 選ん で 下さ ざい 。 
デ ャ ン ネ ル に 佐 も 書 寺 込ま れ て いな い 時 は 、 違 択 さ れ 
ませ ん 。 


d-8-4. DTMF モ ニタ ー 


オー ト ダ イア ラー を 洋 出し た い 時 は . リモ コン マイ ク で 
^C15“ を 入れ て 下さ い 。 

その 時 選択 され て いる チャ ン ネ ル の 内 容 が 、 当 動 送 出 で れ 
ます 。 

その 時 に 、 し に ビビ ロ に その 内 会 が 表示 され ます 。 

送信 呈 . 日 AND[VHF]、 [UHF] そ テー を 輝 す と 送出 
する こと が で きす 。 

送 沿 中 は 、 ス ニー カー より その 苦 か 確認 で きま す 。 


VHF、 リ H ビ の それ ぞ れ の バン ド で 受信 し た DTMF コ ー 
で を 各 |0 訂 記 志 し て いま す 。 

DTMF モ ニタ ー の 呼び 出し 方 法 は 、 オ ー ト ダイ アラ ー の 
設定 状 悪 で 、MHz[A]、[V]」 キ ー で CH ロ を 選ん で 下さ 
'。 CHS の 状態 で て 、 メ イン ダイ ヤル を 右 に 局 す か 。 マイ 
ク の ロキ ー を 押す と 妥 信 し た け DTMF コー ド を 記 い 燈 か 
ら 許 に 表示 し て いき ます 。 

DSQ で 交信 し た 内 容 も 記憶 し て いま す の で 、 交 信 が で き 
な い 持 の コー ド 傘 認 な ど に 徹 使 過 下 さい 。 


ー3 ヨ ー 


9- ヨ . レビ ー タ ー に よる 交信 


3 は | 志久 王 は 
VHF 旨 以 上 の 周波 砂 の 電波 は 、 そ の 住 質 上 一 般 に 到達 


囲 は 可視 宮 散 また に 地上 波 な ど で 宙 く 貴 酢 と され て いま す =: 


し か し 、 電波 法 の 改正 に より わが 国 も レビ ピー ター( ア マテ チュ 
ア 業 務 過 品 週 ) の 利 が で きる よう に な り 、 小 出 力 の バン 
ディ トラ ン シ ー バ ー で も さら に 過 距 座 の アマ チュ ア と 交 
信 す る こと が で きる こう に な り ま し た 。 レ ビー ター と は 巨 
動 無 線 呈 門司 の こと で 、 シス テム の 原理 は 次 の と お り で す 。 
例え ば 、A 紀 が レビ ー タ ー の 入力 周波 政 (f 1) で 電波 を 侍 
する と 、 レ ビー ター は その 雷 波 を 受信 し 。 別 の 周波 到 (T) 
に 諸 換 し た 後 、 一 走 の 出力 で 自動 約 に 送信 し ます 。 選 沿 は 、 
レビ ー タ ー が 送信 し た 河 汽 救 (f ど ) を 受信 し ます 。 


日 局 が 送信 する 場合 は 、 ご の 癌 の 動作 を し ます 。 こ の よう 
に し て 自動 中 継が 行わ れ ま す 。 
レビ ー タ ー 局 


- ヨ -. JAHL 制定 レビ ピー ター 用 入出 力 周波 数 (43JMHzZ 帯 ) 


入力 時 波 数 (M ビ Z) 出力 周波 数 (MHZ) 
434.0 ど 438. コ 8 
434.04 438. コ 4 
434.0B 438.08 
432.0B 438. ロ JH 
434.10 438.1D 
34.1 ど 438.1g 
434.14 438.14 
434.16 438.1B 
434.18 438.18 
434.80 438.80 
434.2 ら 439.8B 
434.84 438.84 
434.25 438.8B 
434.88 438.88 
434.S0 439.30 
434.38 438.38 
434.34 438.34 
434.SB 438.3B 
434.38 438.c8 
434.4 ロ 438.40 
434.4g 438.48 
4234.44 438.44 
434.4B 438.46 
434.48 43.4B 
434.5Q 438.50 


入力 司 小数 (MHz) 出 妃 司 波 致 (MHz)  : 
434.5g 439.5g 
434.54 <238.54 | 
434.58 489.56 
43 ヨ 4.5 438.8B ! 
434.6J 439.BQ 
434.6 ら 438.BE 
434.64 439.B4 
434.68 438.BG 
434.B ヨ 438.BB 
434.7 ロ 438.7H 
434.72 438.7g 
434.74 438.74 
434.75 438.7B 
434.78 43.7B 
434.B0 438. ロ 
434.B ら 438.8g 
484.84 439.84 
434.86 438.88 
434.88 438.88 
434.80 438.g ロ 
434. ヨ 8 48.9g 
434.94 438.4 
434.86 438.86 
434.88 439.98 


- ヨ -d. AHS( オ ー ト レレ ビー ター セット) 機能 


レビ ー タ ー 居 波 燈 宮 に な る と 、 レ ビー ター アク セス に 必要 
な 条件 を 自動 的 に 設定 し ます > 

出 和 有 時 及び リセ ッ ト 直 役 で な 、439MHZ 台 に な り ま す と 
8E.5HZ の トー ン エ ンコ ー ダ ー と -5MIHZ の オフ セッ ト 属 
大 数 の 設定 を 行い ます 。 


この 周波 致 と 設定 内 傘 は 、AM の ペー ス 周 抽 数 を 変更 す 
る こと に より 変え る こと が で きま す 。 

その と き の チ ャ ン ネ ルス テッ プ こ AHM の ペー ス 周 波数 の 
チャ ン ネ ルス テッ プ と が 六 う と き は 、 ム ロロ 己 残 基 が 働か な 
いと き が あり ます 。 


3--4. レビ ー タ ー の 運用 

一 般 的 に 430MHZ 吾 の レビ ー タ ー は 、 受信 と 送 局 の 周波 数 
が 5MHz 恒 れ て いま す 。 ま た 、 信号 に 88.5Hz の トー ン が 
付 名 され て いる 場合 に 動作 しま す 。 


1. メイ ン バ ン ド を 、 UHF 測 に し て 希望 する を レビ ー タ ダー の 
居 波 数 に 合わ せま す 。 


g. 一 シフ ト 、 トー ン END( ト ー ン 周 基数 BB.5Hz: を 刀 政 
し ます 。 
ご 注意 : 送信 する 前 に 必ず その 周波 数 を 受 信 し 、 他 局 が 
交信 し て いな いこ こ を お 確か めく だ さい 。 


3. マイ クロ ホン の PT エス イッ チ を 押し ます 。 し ご ロティ 
スプ レイ に 『ON AI 日 」 表 示 が 灯 き 。 日 ビ メ ー タ ー が 滅 
れ ま す 。 


4. マイ クロ ホン に 向っ て お 話し くだ さい 。 マイ クロ ホン と 
ロロ も この 間隔 は E 呆 位 が 髄 当 で す 。 
ご 注意 : 巨大 きす ぎ た り 、 マイ クロ ホン に 近 ず きす ぎ 
る と 、: が 大 きく ひずみ ます 。 また 憶 す 
ぎる と 弱く て 闘 き と り に くく な り ま す 。 


5. PT エス イッ チ を は な す と 、 受信 状 表 に 実り ます 。 


9-10. リセ ッ ト 


* メモ リー し た 内 容 を すべ て 消去 る 場 人 
| ロロ の 表示 が 只 淀 な 場合 
以上 の 様 な 場合 は 、 次 の 方 法 ど で リセ ッ ト で きま す 。 
[FUNC] キ ー を 押し た まま で 電源 スイ ッ チ を DFF 一 
ON し て 下 た い 。 

リセ ッ ト さ れ ま す 。 


リセ ッ ト を 行う と 、 そ れ ぞ れ 下 の 初期 値 に な り ま す 。 


| 表示 周波 問 


433.00MHz 
| x モ リー チャ ン ネ ル 1 | 15 
チャ ン ネ ルス テッ プ 10KHz 
シフ ト 方 向 な し 
オフ セッ ト 周 波数 5MHz 


トー ツ エ ッ ニ ー ダ ー な し 
トー ン 周 波数 
DTMF ス ケル テ | 


メモ リー 周 浜 数 

| ス ェ ャ ンタ イフ ビジ ー ス トッ プ 、 ポ ー ズ スタ ー ト 
IARM ベ ー ス ーーーー | 48gMrz 
A 呈 Ml 一 |AWD0MHzn-D) 
ロロ コー ド 111 (0 一 4) 


な し 


スキ ャ ン エ ッ ジ |!450OMHz(L. 1U) |48800MHz (PL、U) 


3-11. セパ レー トキ ッ ト (EDC-1 ヨ 8、EDC-e0) 


倒 機 は 、 コ ント ロー ル 部 ご 友 伝 を 分 号 し て の 研 詞 か が で きま 党 セ バレ ー ト キッ ト の 旦 プ タ を な 本体 に り 付け る 。 
す 。 
優 塗 では ケー ブル 長 が 3m で 、 オ プシ ョ ン の ED 選 - 1 ヨ は 
ご m、 ED ロビ -EGO0 は Sm です 。 

抽 才 に 合 む さて お 送 び 下さ い 。 

取 信 中 は 穀 注 コ ネクター を 外し て お いて 下さ い 。 


取付 万 法 
①) 全体 出 面 の ネジ を 外し 、 未 体 と コン トピ ビール 避 を 持続 し 
て いる コネ クタ ー を 外す 。 


ケー ブル を な を 本体 と ブロ ント 部 に 接続 する 。 
秋 続 波 は ジー ルド 部 分 を ケー ス に お と し て 下さ い 。 


Wi 
敵 訪 
珈 


ハン ガー し 。 曲げ て ドア に 
引っ < 結 け て 下さ い 。 


の 本 体 は 車 湿 ブラ ケッ ト で 局 定 し て 下さ い 。 
注 : 本 体 を トラ ンク ルー ム や 性 謝 の 下 等 に 固定 さむ る 時 
は 、 同 骨 し が 記 く 充 分 広い 場所 に 取付 け て 下さ いい 。 
又 、 本 全 を シー ト や 積 奇 など で お お わな いで 下さ し *。 
セパ レー トキ ッ ト の ケー ブル を 複数 継 な いで 延長 す 

る の は 、 基 貴 で す の で お や め 下 さい 。 


本 佑 の ミゾ の 部 分 に コネ クタ ー 陸 を うめ 込ん で 下さい 。 


本 機 の 機能 を 十分 に 発 理 させ る 為 に 、 オ プシ ョ ン ユ ニッ ト 
を 用 意 し て お り ま す 。 

オプ ショ ン ユ ニッ ト こ こり まし て は . 本 体 に 組 の 込む 為 に . 
間違っ た 装 敵 を れ ぶす ど 閣 隊 の 原因 に な る こと が あり ま 
す 。 

到 付 声 法 を よく 読ま れ て 、 上 正しく 装 閉 し て 下さ い 。 
取付 中 は . 埋 党 コネ タタ ー を 外し て お いて 下 こ ゆい 。 


EEJ-7 リ トー ンス ケル チ ユ ニッ ト ( バ ンド 潮 ) 半 9.100 
=J-BJU DTMF ユ ニッ ト (B バ ンド 己 ) \5B0D 
EMS-3 DTMF 付 リモ コン マイ ク \9.300 
と M 呈 -4 嘩 半 ハ ンド マイ ク ( モ ー ビ ル 周 、8P) \3500 


4-1. トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (E リ J-7U) 


トー ンス ケル チ 雌 能 を 動作 させ る 為 に 必要 な ユニ ッ ト で す 。 

] つの ユニ ニット こ VHF 用 と UHF 記 の つの 回 徐 在 組み 

込ん る で いま す の で .V ロ F/UHF 独立 に 指定 . 運 屈 が で き 

ぶす 。 

取付 方 法 

① 本 体 下 側 の ビス と 庫 健 の ビス を 外し て . 下 側 の カバ ー を 
外し て 下さ い 。 


フロ ント パネ ル を 三 病 に し て 、 左 下 に コネ クタ ー が 2 つ 
ある の を 確認 し て 下さ い 。 


③ ト ー ン スケ ル チ ユ ニッ ト を を コネ クタ ー の 下 恒 に 取り 付け 
て 下 計 い > 
トー ンス ケル テ ユ ニッ ト は 、! 〇 の つい て いる 方 を 上 側 
(本体 の 茎 板 と 反対 ) に 向け て で さい 。 
肥 り 付け が 終り まし た ら . コ ネクター の まわ り の の スト ッ 
パー を 財 し て 固定 し て ご い 。 


| | 
コン ッ ー 本 


ーー EJ- ら 沿 コネ クダ ー 


② 基 硫 の 豆 に スポ ンジ テー プ を つ ビ て 下さ い 。 シー ル を 條 
し て 本 体 に 固定 し て 下さ い 。 
ケー ス を か させ モ 、 ネ ジ を 止め て 下さ いい 。 


ー4@ 一 


4-8. DTMF ユ ニッ ト (EJ-BU) 


DSQ 提 能 や 、 オ ー ト ダイ アラ ー、 外 部 リモ コン に 避 受 な 
ユニ ッ ト で す 。 
メ 、 これら の 設定 
) が 必要 で す 。 


取付 方 法 

⑪4-1. トーン スケ ル チ ユ ニッ ト の 取付 方 法 の ちと 同 揉 に 
広 何 下 側 の コネ クタ ダー 位置 を 鈴 認 し て 下さ い 。 

台 DTMF ユ ニッ ト を コネ クタ ー の 上 側 に 取り 何 け て 下さ 

) 

DTMF ユ ニッ ト は 、 | じ の つい て いる 方 を で で 側 ( 本 体 の 

項 板 側 ) を 避け て 下さ い 。 

取り 付け 後 は 、 コ ネクター の まわ むり の スト ッ パ ー を 多 し 

て 固定 し て 下さ い 。 


や 選択 に は 、 別に リモ コン マイ ク ( に M- 


| じ の 上 に スポ ンジ テー プ を つけ て 下さ い 。 シー ル を 外し 


て トー ンス ケル チ ユ ニッ ト ビリ -7 ア リ に 固定 し て 下さ ごい 。 
トー ンス ケル チ ユ ニッ ト EE ロ - 7 を 装着 さむ て いな い 方 
に 、 到 体 に 同定 し て 下さ い 。 

ー ス を だ ぶせ 、 ネジ を 止め て 下さ い 。 


4-3. DTMF 付 リモ コン マイ ク (E ビ MS-3) 


本 体 の マイ クコ ネクター に 取り 倫 け て 念 使 放 下さ い 。 


①⑧UP/DOWN キー 
本 体 付 属 の マイ クロ ホン の UP/DOUWN キ ー と 同じ で 
す 。 
周波 数 の UP/DOWIN が で きま す 。 
押し つづ ける こと オー トリ ピー ト し ます 。 
③PTT ス イッ チ 
本 体 付 尾 の マイ クロ ホン の PT エス イッ チ と 過 じ で す 。 
潜 し て いる 剛 に 送信 状態 に な り ま す 。 
設定 モー ド 中 に 押す と 、 そ の 動作 が 解除 吉 れ ます 。 


の @ テンキー 


リモ コン コマ ンド の 入力 に 使 馬 し ます 。 
又 、 直 接 品 TMF 信号 を 送信 する の に も 重用 で きま す , 


ロッ クス イッ チ 


スイ ッ チ を ロッ ク す る と 、 マ イク の UP/DOWN キ ー 
が 動 ぶ な く な り ぶ ます 。 テン キー は リモ コン 入力 を で き な 
く な り ま す 。 

マイ クロ ホン て 、 本 体 を コン トコ ロー- ル し た く な い 時 に 使 
記し て 下さ い 。 


DTMF/ リ モコ ンス イッ チ 


マイ ク で リモ コン 動作 を させ た く な い 時 は 、DTMF 刷 
に し て お いて 下さ い 。 テン キー か ら の リモ コン コマ ンド 
は 受け つけ ませ ん 。 テンキー は 、 送 信 中 の DTMF 信 二 
の 直接 送出 に な ひま す 。 この 時 は 本 本 ス ピー カー で モニ 
ター する こと は て きま せん 。 


に 


還 アフ ター Jl ce 4 


1. 保証 書 一 保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 障 入 后 名 、 ご 駐 入 d. 
日 ) の 記入 お よび 記載 内 会 を お 牙 か の エ 上 、 大 切 に 保守 
し て くだ さい 

ら . 保証 期間 一 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な ここ 使用 状態 で この 期 敵 内 に 万 一 故 碑 が 宅 じ た 場 4. 
合 に 、 お 手数 で す が 疫 品 に 保証 書 を 流 え て 、 0 
の 琶 売店 また に 半 辻 サ ービス 窓 に ご 相談 し *。 
保 庄 書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


5- ら . 故障 こ お 考え に な る 前 に 
受信 


保証 良 峰 経過 後 の 修理 に つい て は お 買い 上 げ の 販 寺 店 
また 当社 サー ビス 窓口 に ご 家 談 くだ さ し 。 
修理 に よっ て 機 昌 か が 雑 持 で きる 場合 に は お 客 栖 の ご 愛 
泌 に より 有 料 で 移 理 いた し ま ぼ 。 

アフ ター サー ご ス に つい て . ご 不 更 な 点 は お 買い 上 げ 
の 販売 大 また は 半 壮 サー ビス 窓口 に ご 柏 談 くだ さい 。 


電源 スイ ッ チ を 入れ て も ディ スプ ブレ イ | a. 電源 の (+) 端 子 と (一) 端 


1 
| 
に 何 も 表 示し な い 。 


- ロ 〇 電源 コ ー ド ( 付 必 品 ) の 赤色 側 を 


逆 に な っ て いる 。 (+) 負 子 、 黒 色 仙 を (一) 稀 子 に 正 し 
く 援 続 し て 下さ い 。 
: D. ヒュ ー ズ か 切れ て いる 。 D. ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 に 紅 す る 修理 
を し た 後 、 指 定 容 時 の ヒュ ー ズ と 交 
携 し て 下さ い 。 
HX : 15A 
8 SGX : 2A 
| o. セパ レー ト 必 の 刺 が 肖 捕 され とい | C. セ バ レ ー ト 用 の 人 線 の コネ クタ ー を 
な い 。 実に 悪し 込ん で 下さ い 。 
! 表示 が 暗い 。 電源 電圧 が 低 て し て いる 。 深 源 電圧 は ロロ 19.8V で す 。 」 
| スピ ー カ ー か ら 音 か が 出 な い 。 ヨ . ツ ロ し つま み を 反 時 計 方 向 に 窟 りす | a. VOL つ まみ を 適当 な 音量 に セッ ト 
受信 で き な い 。 ぎ て いる 。 し て 下 で い 。 
D. スケ ル チ が 騰 じ て いる 。 | h. ヨロ つま み を 友 時 計 万 向 に 回 し て 
1 | 下さ い 。 
C. トー ンス ケル チ が 動 侍 し て いる 。 !C. トー ンス ケル チ を 〇 FF に し て 下さ 


E. マイ クロ ホン の P ロ 本 スイ ッ チ が 拝 | 6. すみ や か に ビ TT ス イッ チ を ロ FF 
され 、 送 信 状 肖 に な っ て いる 。 


1 
| f. MUTE が 側 い て いる 。 


DTMF ス ケル チ ガ が 動作 し て いる 。 | G. DTMF ス ケル チ を ロ FF に し て 下 | 


い 。 


さい 。 


. に し て 下さ い 。 
f.、 MUTE を ロロ FF に し て 下さ い 。 


| SCAN キ ー を 押し て も スキ ャ ン し な SQL つ まみ の 調整 な ど ス キャ ン 動 作 の | 一 ヨ --3. スキ ャ ン 動 人 


い 。 条件 が 満 定 し て いな い 。 


メモ リー の バッ クア ッ プ が で き な い 。 


: バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 寿命 。 | 5-3. マイ クロ コ 


ンピュータ ー の メ 
モリ ー バ ッ ク ア ッ プ 用 リ テ ウ ム 電 地 の 
! 英典 。 


順 
中 


出力 が 出 な い 。 . マイ クロ ホン 端子 


レビ ー タ ー を アク セス で き な い 。 | トー ン 周 波数 な ど レ 


| 
| b. アン テテ が 授 続 され て いな い 。 


寺 の 条 御 が 満足 し て いな い 。 


の 差し 込み 不 完全 。' a. マイ クロ ホン を 確実 に 差し 込ん で 下 
: さい 。 
. アン テ ナ を 負 実 に 渓 続 し て 下さ い 。 


ビー ター に よる 交 | 一 ヨ -G-4. トー ン エ ンコ ー ダ ー 
ヨ -5. レビ ピー ター: こよ る 交信 。 


5-3. マイ クロ コン ピュ ー タ ー の メモ リー バッ クア ッ プ 用 


リチウム 電池 の 交換 


マイ クロ ニン ピュ ー タ ダー は 、 リ チワ ム 箇 ご バッ クア ッ プ 
され て いま す 。 
し た が っ て 明 洲 スイ ッ チ を 切っ て モメ モリ ー は 保 控 され まま 


9。 


バッ クア ッ プ され な く な っ た 場合 は 、 リ テウ ム 重 他 の 衝 帝 
で す の で 、 電 池 の 交換 が 必要 で す 。 

吉 地 の 交 羨 は 、 お 買い 求 ま い た だ いた 孤 売 評 、 ま た は 当社 
サー ビス 窓口 に ご 析 談 で さい 。 


B-1. 申請 書 の 書き 方 


本 媛 に より アマ テ ュ ア 錯 線 選 の 申請 を する 場合 は 、 市 取 の 
詩 靖 用 紙 に 下記 の 事項 衝 ま ちがい な く 記 載 の うえ 皿 請 し て 
くだ さい 。 

* 印 の 簡 所 に は 、 下記 の 表 よ り そ れ ぞ れ の モデ ル に 該当 す 
る 事項 を 記入 し て くだ 均 い 。 


(無線 局 移 許 申請 書 ) 


21 和 当 する 周 涙 数 の 萌 団 、 補 中 線 電力 電波 の 模式 


周波 数 
144MHz 
430MHz . 


・ ャ 


な お 、 昌 HX で 中 詩 す る 場合 に 、 害 級 ア マテ ュ ア 択 圭 技士 
以上 の 資 葉 が 必要 で す 。 

本 皆 を 例 し て 深 証 認定 を 受け る 夫 合 は 、 保 証 書 の 送信 
機 系 統 図 の 楓 に 登録 番号 、 ま た は 、 送 信 機 の 機 提 足 番 を 記 
載 す れ ば 送信 後 系 統 図 の 記 喪 を 省 千 する こと が 出来 ま す 。 


(アマ チュ ア 局 免許 申請 の 保証 願 ) 


条 線 届 和 5 保証 認定 料 
PD ロ 
第] 送信 欄 | ま 6 「 検事 交付 也 数 6 
af | 大 宮 敵 全数 
し 部 3 送 人 | GESSRE 
葛 4 送 人 様 ] | 往 斉 変 計 隆 数 還 
栓 | 生 8 癌 」 障 交 侍 数 村 R 
yoaf 机 | 32EO 
染 付 較 面 品 送信 機 和 紅 | 合計 
店 年 の 義元 の 記載 を 今 も ) 円 


安全 能 疫 及び その他 の 下 事 送 計 | 3 巧 に 征 わっ 1 に 任 に 半 合 し て で い る 


診 | 144MH2z 和 常 
430MHZ 帯 


F3 


リア フタ ンス フ 座 民 


*3 


X 
『|* *4 ッ ー w: V WW 
閉 み な ぶ | ※ 


電流 波 第 3 六 に 規定 二 る 条件 に 食 至 し て いろ 


* ど | ID に 
144MHz 誤 M57715 日 1 144MHz 名 M5778BR 1 
430MHz 電 M57755x1 450MHz 帯 M57788BMx1 コ 
昌 144MHz 再 13.8V EOW 44MH2z 表 13.8V BODW 

*4 。 43OMHz 名 138VS0W 430MHz 吉 13.8V70W | 
*5 | 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 
上 2 

キキ | ロロ -5 ヨ ヨロ X | ロ 口 -599HX _ | 


